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　はじめに　　　　　　　
　人がどのように発達し，加齢するかは，その人が生まれた社会と時代によって異な

る。現代の日本では，多くの人がより高い年齢まで生きるようになっており，85歳あ

るいは90歳以上を超高齢期（oldest-old）と呼び，より長く続く高齢期をどのように

生きるかという課題への対処が重要になりつつある。2020年の厚生労働白書では，65

歳まで生きた人が90歳，100歳まで生きる割合の推移が報告されており，1989年には，

男性の22%，女性の46%が90歳まで，男性の 2 %，女性の 7 %が100歳まで生きるとさ

れた。2040年には，男性の42%，女性の68%が90歳まで，男性の 6 %，女性の20%が

100歳まで生きると予測されている。こうした予測を踏まえて，2017年以降，政府主

催で人生100年時代構想会議が開催され，人が100歳まで生きる時代に政府はどのよう

に対処すべきかが検討されてきた。

　人はかつてないほど長生きできるようになったものの，その人が生まれた社会と時

代によらず，人生において対処すべき課題がある。主な課題として，老いること，病

気になること，死ぬことという人生で避けることができない困難が挙げられる。生ま

れることを含む生老病死という言葉が紀元前に起源を遡る仏教の教義に由来すること

を考えると，不老不死が実現する時代が訪れない限り，人生で避けることができない

困難にどのように対処するかという課題は，今後も変わらず重要であり続けるだろう。

　実証研究では，人生の困難に人がどの程度適応できるかを示す指標として，幸福感

（well-being）が測定されてきた。幸福感は，楽しさなどのポジティブな感情を経験し，

苦しみなどのネガティブな感情を経験せず，現在の生活や人生に対して肯定的に評価

している状態と定義される。生きがいを「生きる価値がある」「生きる意味がある」

という人生に対する肯定的な評価と捉えれば，生きがいは幸福感の一側面に含まれる

1）

2）

3）

4）

1 　老い，病み，死ぬとしても，
人は幸福に生きられるか

　　―縦断研究からの知見―
中川　威
＜国立長寿医療研究センター老年学・社会科学研究センター主任研究員＞
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と考えられる。本稿では，同一人物を追跡する縦断研究である全国高齢者パネル調査

のデータを使用してこれまでに発表した論文と学会発表の知見に基づき，人生の困難

に直面したとしても，高齢期において人は幸福に―苦しまず，楽しく，人生に満足し

て―生きられるかを論じる。

　全国高齢者パネル調査の概要はウェブサイトや本誌前号で説明されているが，本稿

でも簡単に説明する。この調査は1987年に開始され，日本全国の60歳以上の方を対象

に訪問面接調査を行ってきた。2022年まで調査は継続しており，2012年までの調査の

個票データがSSJデータアーカイブで公開され，分析に使用することができる。本稿

で紹介する研究は，1987年から 3 年または 4 年間隔で実施された，2006年までの調査

のデータをSSJデータアーカイブから入手し，分析に使用した。

歳を重ねても人は幸福に生きられるか1
　歳を重ねると，体の衰えと並行して心も衰えることで，人は幸福に生きることが難

しくなると考えられてきた。しかし，若年者と高齢者といった異なる年齢の者を比較

する横断研究の結果，高齢者は若年者に比べて幸福感は低くないか，むしろ高いこと

が示唆され，この現象は「幸福感のパラドックス」や「加齢のパラドックス」と呼ば

れてきた。

　歳を重ねても人は幸福に生きているという現象を説明する複数の理論が提案されて

きたが，本稿では，強靭性－脆弱性統合理論を取り上げる。この理論では，図 1に示

5） 6）

7）

8），9）

10）－12）

13）

図 1　加齢に伴って生じると仮定される強みと弱み

注）強靭性－脆弱性統合理論13）を参考に図を作成した。
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すように，加齢に伴って，心理的変化における強みと生理的変化における弱みが生じ，

高齢者が幸福感を維持できる時と維持できない時があると仮定されている。加齢に伴

う強みとして，人は感情を制御する多様な方略をより頻繁に，より有効に用いるよう

になるとされる。たとえば，経験した困難についてくよくよ考え続けなくなったり，

困難を肯定的に捉え直したり，困難を避けたり防いだりするといった方略が考えられ

る。こうした感情制御方略は，困難が生じないようにしたり，生じた困難に対処した

りするために用いられるとされる。一方，加齢に伴う弱みとして，困難に直面すると，

生理的に覚醒した状態が遷延しやすくなるとされる。そのため，困難が生じた最中と

直後には，感情制御方略を用いることができず，ネガティブな感情が持続しやすくな

ると考えられている。この理論を踏まえると，高齢者は，他者との諍いといった困難

を避けたり，対処したりすることで，幸福感を維持する一方，避けることができない

困難に直面すると，幸福感が顕著に低下し，その後徐々に回復すると考えられる。

　強靭性－脆弱性統合理論を検証するためには，困難を経験した前後の幸福感の変化

を捉える縦断研究に基づく知見が重要になる。そこで，まず，老いることに人はどの

程度適応できるかという疑問に答えるため，加齢に伴い幸福感がどのように変化する

かを調べた研究を紹介する。この研究では，1987年，1990年，1993年，1996年という

9 年間にわたって2，169名（初回調査時の平均年齢69歳，年齢範囲60～94歳）を追跡

した縦断研究のデータを使用した。幸福感は，「今の生活に満足していますか」「生き

ていても仕方がないと思うことがありますか（逆転項目）」などの11の質問項目から

成る，PGCモラールスケールで測定した。その結果，図 2に示す通り，平均的には，

より年齢が高いほど，初回調査に参加した時点での幸福感は低い一方，追跡調査に参

加した時点では幸福感が高くなる傾向が認められた。この研究では，老いることに多

くの人は適応しており，歳を重ねても人は幸福に生きられることが示唆される。ただ

し，多くの人は幸福に生きられるとしても，幸福感の変化には個人による差が大きく，

加齢に伴い幸福感が上がった人もいれば，幸福感が下がった人もいたことが図 2から

見て取れるだろう。

　この研究の結果を解釈する際，いくつか注意すべきことがある。第一に，加齢に伴っ

て経験しがちになる困難―たとえば，友人や家族と死別すること，病気になること―

を経験した人も経験しなかった人もデータに含まれており，人生の困難に直面したと

しても幸福感が下がらないと結論づけることは早計だろう。第二に，人生の困難を経

験した人がデータに含まれていても，いつの時点で困難を経験したかは考慮していな

かった。そのため，人生の困難に伴い一時的に幸福感が下がった後に回復した人を，

14）

15）
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困難を経験しても幸福感を維持した人と誤認している可能性がある。

　こうした限界を踏まえて，病気になることや死ぬことに人はどの程度適応できるか

という疑問に答えるため，次節からは，配偶者の死，自身の死，疾患罹患という 3 つ

の人生の困難を経験した人に着目し，人生の困難に直面した後に幸福感がどのように

変わったかを調べた研究を紹介する。なお，図 3に示すように，人生の困難に伴う幸

福感の変化には個人差があると考えられるが，どのような変化を示す人が多いか，幸

福感が回復する人と低下する人といった個人差が何によって生じるか，どのような手

段を用いれば幸福感の回復を促し，低下を防ぐことができるかといった課題の多くは

未解決である。本稿では，困難を経験した後の幸福感に関連するさまざまな要因のう

ち，社会関係に着目する。

16）

図 2　加齢に伴う幸福感の平均的な変化と個人差

注）中川14）の再分析結果に基づき図を作成した。幸福感はPCGモラールスケール15）で測
定した。縦軸の値が大きいほど，幸福であることを意味する。幸福感の得点は，
1987年調査の平均値と標準偏差を基準に，平均50点，標準偏差10点となるように標
準化した。65歳，75歳，85歳の人の平均的な変化の推定値を黒色の線で示し，無作
為に選んだ100名の実測値を灰色の線で示した。
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大切な人を失っても人は幸福に生きられるか2
　大切な人を失うことに人はどの程度適応できるかという疑問に答えるため，配偶者

の死に伴い幸福感がどのように変化するかを調べた研究を紹介する。この研究では，

1987年から2006年までに配偶者の死を経験した481名（死別時の平均年齢75歳，年齢

範囲62～92歳）を追跡した縦断研究のデータを使用した。幸福感は，「今が自分の人

生で一番幸せなときだ」「私は，自分の人生をふりかえってみてまあ満足だ」「これか

ら先にもおもしろいこと，楽しいことがいろいろありそうだ」という 3 つの質問項目

から成る，生活満足度尺度Ａで測定した。その結果，図 4の（Ａ）に示す通り，平均的

には，配偶者との死別以前から幸福感は下がり，死別直後に急激に低下した後，死別

1 年後以降も回復しない傾向が認められた。

　ただし，死別 1 年後の幸福感の程度とそれ以降の変化には個人差が大きく，幸福感

が回復する人もいれば，低下する人もいることが示唆された。そこで，配偶者の死に

伴う幸福感の変化における個人差が何によって生じるか，さらに調べた。その結果，

図 4の（Ｂ）に示す通り，死別前後に子どもと同居していた人では，死別 1 年後に幸福

感が回復した一方，死別前後に子どもと同居していなかった人では，死別 1 年後に幸

17）

18）

図 3　人生の困難に伴う幸福感の変化において仮定される個人差

注）Infurna & Jayawickreme16）を参考に図を作成した。縦軸の値が大
きいほど，幸福であることを意味する。
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福感がより急激に低下したことが示された。

　この研究では，配偶者の死に多くの人は適応できず，大切な人を失うと幸福に生き

ることが難しいことが示唆される。しかし，子どもとの同居といった他者との密接な

関係が死別後の幸福感の回復を促すことから，大切な人を失っても幸福に生きる手段

があることも示唆される。なお，この研究の結果を解釈する際の注意点として，死別

後の人生に影響しうる配偶者に関する情報―たとえば，死亡時の年齢，死因，夫婦関

係が良かったか悪かったか―を考慮していないことが挙げられる。

死を迎えるとしても人は幸福に生きられるか3
　続いて，死を迎えることに人はどの程度適応できるかという疑問に答えるため，自

身の死に伴い幸福感がどのように変化するかを調べた研究を紹介する。この研究では，

1987年から2002年までに亡くなった1，119名（死亡時の平均年齢79歳，年齢範囲61～

103歳）を追跡した縦断研究のデータを使用した。幸福感は，前節と同様に，生活満

足度尺度Ａで測定した。その結果，図 5の（Ａ）に示す通り，平均的には，死が近づく

につれて幸福感が顕著に低下する傾向が認められた。

　ただし，死亡 1 年前の幸福感の程度とそれ以前の変化には個人差が大きく，幸福感

が維持する人もいれば，より顕著に低下する人もいることが示唆された。そこで，自

身の死に伴う幸福感の変化における個人差が何によって生じるか，さらに調べた。そ

19）

18）

図 4　配偶者の死に伴う幸福感の平均的な変化と個人差

注）Nakagawa & Hülür17）の結果に基づき図を作成した。（Ａ）は平均的な変化，（Ｂ）は変化の個人差を示す。幸福感は
生活満足度尺度Ａ18）で測定した。縦軸の値が大きいほど，幸福であることを意味する。幸福感の得点は，1987年調
査の平均値と標準偏差を基準に，平均50点，標準偏差10点となるように標準化した。
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の結果，図 5の（Ｂ）に示す通り，町内会・自治会や趣味のサークル・団体といったグ

ループ活動を行うようになった人では，自身の死に伴う幸福感の低下が緩やかだった

一方，グループ活動を行わなくなった人では，幸福感の低下がより顕著だったことが

示された。また，図 5の（Ｃ）に示す通り，話を聞いてくれる人やいたわってくれる人

といった支えてくれる人がいた人では，自身の死に伴う幸福感の低下が緩やかだった

一方，そうした人がいなかった人では，幸福感の低下がより顕著だったことが示され

た。

　この研究では，自身の死に多くの人は適応できず，死が近づくにつれて幸福に生き

ることが難しいことが示唆される。しかし，グループ活動への参加や支えてくれる人

の存在といった他者との密接な関係が人生最期の幸福感の維持を促すことから，死を

迎えるとしても幸福に生きる手段があることも示唆される。なお，この研究の結果を

解釈する際の注意点として， 3 年という調査の間隔は広過ぎるため，死の直前におけ

る幸福感の変化を正確に捉えられていないことが挙げられる。

病気になっても人は幸福に生きられるか4
　最後に，病気になることに人はどの程度適応できるかという疑問に答えるため，さ

まざまな病気のうち，心疾患罹患に伴い幸福感がどのように変化するかを調べている

研究の中間結果を紹介する。
20）

図 5　自身の死に伴う幸福感の平均的な変化と個人差

注）Nakagawa & Hülür19）の結果に基づき図を作成した。（Ａ）は平均的な変化，（Ｂ）と（Ｃ）は変化の個人差を示す。
幸福感は生活満足度尺度Ａ18）で測定した。縦軸の値が大きいほど，幸福であることを意味する。幸福感の得点は，
1987年調査の平均値と標準偏差を基準に，平均50点，標準偏差10点となるように標準化した。
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　心疾患は心臓に起こる病気の総称であり，2021年の人口動態統計では，がんに次い

で，死因の第 2 位である。心疾患の中でも，心不全は加齢に伴い発症しやすくなるた

め，人口の高齢化に伴って心不全患者が増加すると予測されている。こうした予測を

踏まえて，この研究では，1987年から2006年までに心疾患に罹患した635名（罹患時

の平均年齢74歳，年齢範囲62～96歳）を追跡した縦断研究のデータを使用した。幸福

感は，日本語版CES-Dのうち，調査間で共通して使用された「ゆううつだった」「さ

びしい気がした」「悲しいと感じた」といった 8 つの質問項目で測定した。この研究

では，ネガティブな感情という不幸感を測定しており，値が小さいほど，幸福である

ことを意味している。その結果，図 6の（Ａ）に示す通り，平均的には，心疾患罹患後

に不幸感が急激に上がる傾向が認められた。

　ただし，罹患後の不幸感の程度とそれ以降の変化には個人差が大きく，不幸感が上

昇しない人もいれば，より急激に上昇する人もいることが示唆された。そこで，心疾

患罹患に伴う不幸感の変化における個人差が何によって生じるか，さらに調べた。そ

の結果，図 6の（Ｂ）に示す通り，話を聞いてくれる人やいたわってくれる人が罹患前

にいた人では，罹患後の不幸感の上昇が小さかった一方，そうした人が罹患前にいな

かった人では，不幸感の上昇がより大きかったことが示された。

　この研究では，心疾患罹患に多くの人は適応できず，病気になると幸福に生きるこ

とが難しいことが示唆される。しかし，支えてくれる人の存在といった他者との密接

な関係が疾患罹患後の幸福感の維持を促すことから，病気になったとしても幸福に生

21）

22）

図 6　心疾患罹患に伴う不幸感の平均的な変化と個人差

注）追加分析を行った中川ほか20）の結果に基づき図を作成した。（Ａ）は平均的な変化，（Ｂ）は変化の個人差を示す。
不幸感は日本語版CES-D22）の一部の質問項目で測定した。縦軸の値が小さいほど，幸福であることを意味する。
不幸感の得点は，1987年調査の平均値と標準偏差を基準に，平均50点，標準偏差10点となるように標準化した。
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きる手段があることも示唆される。なお，この研究の結果を解釈する際，幸福感は多

様な要素から成っており，本節で不幸感と表現したネガティブな感情の変化が，現在

の生活や人生への肯定的な評価の変化にもあてはまるとは限らないことに留意すべき

である。さらに，心疾患を発症した日付は特定できなかった。ある時点で心疾患を罹

患したという回答が得られた時，前回の調査からその回の調査までの中間時点を罹患

した年月と定義したが，調査の間隔は 3 年または 4 年であったため，心疾患罹患に伴

う幸福感の変化を正確に捉えられていないだろう。

老い，病み，死ぬとしても，人は幸福に生きられるか5
　本稿では，老いること，病気になること，死ぬことという人生で避けることができ

ない困難に直面したとしても，高齢期において人は幸福に生きられるかを調べたいく

つかの研究を紹介した。一連の研究の結果，歳を重ねても多くの人は幸福に生きられ

るとしても，人生の困難―配偶者の死，自身の死，疾患罹患―を経験した人の多くは

幸福に生きることが難しいことが示唆された。ただし，人生の困難に伴う幸福感の変

化には個人による差が大きく，他者と密接な関係を築いている一部の人では，幸福感

の回復が促され，低下が防がれることも示唆された。

　強靭性－脆弱性統合理論では，避けることができない困難に直面すると，幸福感が

顕著に低下し，その後徐々に回復すると考えられている。しかし，一連の研究からは，

人生の困難の直後に幸福感が顕著に低下するという仮説は支持された一方，その後回

復するという仮説は必ずしも支持されず，一部の人においてのみ幸福感が回復すると

いう結果に留まった。加齢に伴って強みと弱みが生じるが，より高い年齢になると弱

みが強みを上回り，多くの人では人生の困難に適応することが難しくなるかもしれな

い。本稿で紹介した研究では，人生の困難を経験した平均年齢は70歳代半ばだったが，

85歳あるいは90歳以上の超高齢期で人生の困難を経験した時に，困難に適応すること

がより難しくなるか，社会関係が加齢に伴う弱みを補うことができるか，さらに検討

すべきだろう。

　また，人生の困難に伴う幸福感の変化における個人差に関連する要因として，本稿

では社会関係に着目したが，どのような手段によって社会関係の形成と維持を促すこ

とができるかという課題に関して，直接的な示唆を得られなかった。幸福感の回復を

促し，低下を防ぐ要因を特定するだけではなく，それらの要因がなぜ幸福感に関連す

るかというメカニズムを解明することで，人が人生の困難に適応することを助ける手

13）
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段を考案できるだろう。子どもを対象にした研究では，さまざまな困難を経験してい

る子どもの適応を促す手段に関する知見が蓄積されつつあり，高齢期を含む成人期に

おける実践や政策にも参考になる。たとえば，子ども自身だけでなく，その周囲の家

族を対象に，手段を講じることが重要であること，個人だけでなく，学校などの環境

が子どもに影響を与えることが示唆されている。高齢者と同居する家族を対象にした

実践，家族が別居していたり，家族がいない高齢者を対象にした実践，高齢者にやさ

しい（age-friendly）環境を整備する政策といった，個人と環境を対象にした有効な

手段を実証知見に基づいて講じるべきだろう。

　ただし，本稿での知見は1980年代後半から2000年代前半までに行われた縦断研究に

基づいており，現代の実践や政策の参考にする際，時代に伴う変化を考慮すべきだろ

う。これから高齢期を迎える人は，スマートフォンなどのソーシャルデバイス，

Facebookなどのソーシャルメディアといった情報技術が普及した社会と時代を生き

てきたため，祖父母と孫あるいは友人同士のオンラインでのコミュニケーションと

いった社会関係の形成を促すことができるかもしれない。また，同一年齢層の人もよ

り高い年齢まで生きるようになることを踏まえると，本誌前号で示唆されているよう

に，文化施設やスポーツ施設といった社会的インフラを整備することで，サークル・

団体を通じた友人関係の形成と維持を促すことができるかもしれない。その人が生ま

れた社会や時代によらず，人生の困難に直面する以前から長期にわたって形成され，

維持される社会関係が，人が困難に直面した時に，その人の苦しみを和らげる助けに

なるだろう。

　おわりに　　　　　　　
　本稿で述べた知見からは，より長く続く高齢期をどのように生きるかという課題へ

の対処として，人生の困難を経験する以前から他者との密接な関係を築くことが重要

であるという示唆が得られた。しかし，本誌前号では，70歳代半ば以降に社会関係が

加齢に伴い縮小するという傾向が報告されており，超高齢期に社会関係を形成するこ

とは難しく，維持することも容易ではないことが示唆されている。超高齢期以降に他

者との密接な関係を築くのではなく，その以前から人が他者とどのような関係を築い

て生きるか，どのような社会を整備するかが重要かもしれない。本号での他の論文に

おいて，超高齢期における家族関係や近隣関係について論じられているため，併せて

参照いただきたい。

23）

24）

25）

26）

6）
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　はじめに　　　　　　　
　日本で，そして世界で寿命の延伸と人口の高齢化が進んでいる。なかでも後期高齢

期，超高齢期の高齢者人口が急速に増加している。「人生１００年時代」というフレーズ

は夢ではなくなってきている。しかし，長寿が実現する一方で，長生きできることを

誰もが喜び，暮らせる社会の実現には，まだ多くの課題がある。たとえば高齢になり，

身体機能や認知機能に加齢による低下が生じても，誰もが地域社会で安心して，尊厳

を持ち，ウェルビーイングや生きがいを感じて生活できる社会を創ることは，超高齢

社会において取り組むべき社会的課題の １ つであろう。

　ところで，老年学において，高齢期のウェルビーイングや生きがいは絶えず関心が

払われてきたテーマである。人は自分の力が活かされていると感じたり，何かに夢中

になれたり，大切にしたいと想う人がいたり，自分の存在が尊重されていると感じた

りすることを通じて，ウェルビーイングを感じることができる。これは青年期，成人

期だけでなく，高齢期においても変わりはない。他者とのつながりがあること（良好

な社会関係）や，誰かと何かを一緒にやること（社会活動への参加）は私たちのウェ

ルビーイングや生きがいの大切な源となる。

　しかし，年齢を重ね，前期高齢期から後期高齢期，超高齢期へライフステージが進

む中で，病気に見舞われたり，身体機能や認知機能が低下したり，大切な友人や家族

との死別を経験する中で，自分の意思や努力とは別に，大切な他者との交流が難しく

なり，社会参加活動が思うようにできなくなることもある。後期高齢期以降，人の社

会関係はどのように変化するのだろうか，社会参加活動はどのように変容していくの

だろうか，そして，そのような変化により，ウェルビーイングや生きがいはどのよう

な影響を受けるのだろうか，変化によるネガティブな影響を抑制し，誰もがウェルビー

1）

2）

3）－5）

2 　人，社会，そして近隣環境と 
ウェルビーイングのダイナミクス

髙山　緑
＜慶應義塾大学理工学部教授＞
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イングや生きがいを感じ，地域社会の中で生活が続けられるためには，どのような近

隣の物理的環境や社会的環境があると良いのだろうか。

高齢期における多様性1
　寿命が延伸し，人口の高齢化が進み，高齢者の多様性がいっそう顕在化してくる中

で，いち早く高齢者の多様性に注目した研究者にNeugartenやLaslettがいる。Laslett

はthird age（サードエイジ），fourth age（フォースエイジ）という用語を用いて，

Neugartenは１９７０年代にすでにyoung-old，old-oldという用語を用いて，（必ずしも暦

年齢による区分に関心があった訳ではなく，心身の機能の変化やライフスタイルの観

点から）相対的に元気で若い高齢者に着目し，仕事から引退はしたが，概して健康で，

活動的で，相対的に見ると経済的にも安定し，家族や地域コミュニティとも良い関係

があり，人生を謳歌できる元気な高齢者層（young-old/third age）が増えることに注

目した。

　一方，２０００年代に入り，先進諸国では超高齢社会が本格化していく中で，Baltes 

and Smithは，ベルリン・エイジング・スタディ（BASE）をもとに，フォースエイ

ジ（超高齢期に該当）のデータが示す結果により注目している。生涯発達観を標榜し

た彼らが，サードエイジ（前期高齢期に該当）とフォースエイジとを分け，加齢の質

的な違いに目を向けさせようとした。それはサードエイジに関するポジティブな研究

結果が数多く報告される一方で，生涯発達過程の中で，喪失についても目を背けず，

直視しないと，生涯発達への誤解を生むだけでなく，高齢者への政策をミスリードし

かねないことへの危機感，そして何より，喪失を補償するための社会政策やテクノロ

ジー，高齢者に優しい地域社会の文化や環境の整備や創出の必要性や可能性へ目を向

けさせるためでもあった。

　ところで，サードエイジとフォースエイジには，人口ベースと，個人ベースの ２ つ

の定義がある。人口学的視点からすると，出生コホートの半数，あるいは５０歳または

６０歳まで生存した者の半数が亡くなる年齢がサードエイジとフォースエイジの区切り

とされる。そのため国・地域によって異なるが，先進国では概ね，前者の基準では

７５～８０歳，後者の基準では８０～８５歳頃になる。一方，個人の加齢変化の視点からフォー

スエイジを見ると，始まりは個人によって大きく異なる。心理機能の低下が６０歳頃か

ら顕著となり，フォースエイジが始まる者がいる一方で，９０歳頃になり，低下が顕著

となってフォースエイジに入る者もいる。このように個人差は大きいが，超高齢者を

6），7） 8）

9）

１０）

9）

１１）

9）
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対象にした国内外の調査では，８５歳前後（８０～９０歳）を １ つの目安として，その年齢

以降を超高齢者として扱うことが多い。

補償を伴う選択的最適化理論（SOC理論）2
　私たちは人生の中で，さまざまな獲得と喪失を体験し，それに対して心理的に適応

しながら，生涯を通じて発達していくと捉えることができる。獲得と喪失にいかに向

き合い，その状況に応じて柔軟に適応していくかを説明する理論の １ つに，補償を伴

う選択的最適化理論（SOC理論）がある。このモデルでは，何らかの機能の低下や，

活動に向けられてきたエネルギーの低下が見られると，人はこれまでの目標や手段を

見直して，目標を変えたり，新しい方法に切り替えたりする（選択）。そして望まし

い結果（パフォーマンス）になるように，今あるリソースを活かして，活動に取り組

む（最適化）。それでも喪失や低下により，パフォーマンスの低下が避けられないよ

うな時は，それを抑制／中和するような新しい方法を使って補償する（補償）。生涯

を通じて，選択，最適化，補償は繰り返され，その時々に人は適応していく。そして

高齢期になると，何を選択するか，そしてどのように補償するかがより重要になるこ

とが想定されている。後期高齢期，超高齢期に見られる身体的な疾病の増加や，身体

機能の低下，フレイルの増加などへの対応は，個人の心理的・社会的リソースによる

補償だけではなく，個人を取り巻く地域社会の環境の整備，テクノロジーの活用が有

効になってくるかもしれない。

K2  Studyについて3
　後期高齢期以降，身体機能が低下したり，フレイルが増加したりする中で，人の社

会関係はどのように変化するのだろうか。社会参加活動はどのように変容していくの

だろうか。そして，そのような変化により，ウェルビーイングや生きがいはどのよう

な影響を受けるのだろうか。変化によるネガティブな影響を抑制し，心身の機能や健

康状態にかかわらず，誰もがウェルビーイングや生きがいを感じ，地域社会の中で生

活が続けられるためには，どのような近隣の物理的環境や社会的環境があると良いの

だろうか。そんなリサーチクエスチョンに解を見出すことを目指して，２０１４年度，慶

應義塾大学，東京大学，東京都健康長寿医療センター研究所，東海大学（所属は当時）

の研究者たちが集まり，The Keio-Kawasaki Aging Study（K２  Study）がスタート

１２）
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した。

　K ２  Studyは後期高齢期，超高齢期にあたる７５± １ 歳，８０± １ 歳，８５± １ 歳の都市

部に住む高齢者を対象にしたパネル調査である。質問紙法による訪問面接調査ととも

に，少数を対象にした半構造化面接法によるインタビュー調査を重ねている。２０１４年

度，８７３名からスタートし，２０１６年度に新たに ２ つのコホートを追加した。現在，

１，３８８名の高齢者（７５± １ 歳４０６名， ８０± １ 歳４５５名，８５± １ 歳５２７名：男性６０９名，女

性７７９名（第 １ 波調査時点））が参加している。

　老年学において，長年，注目されてきた高齢期のソーシャルサポートやソーシャル

ネットワークなどの社会関係，社会参加活動とともに，地域社会でのネットワークや

地域への信頼感，互酬性の規範などのソーシャル・キャピタル，そしてコミュニティ

感覚にも着目している。さらに２０１６年度の調査からは高齢者が住む近隣地域の物理的

環境や社会的環境も視野に入れ，心理的・社会的・環境的要素が後期高齢期，超高齢

期のウェルビーイングや心の健康にどのような影響を与えるか，検討を進めている。

　本稿では，それらの研究から，家族や友人，地域との関わりの変化，社会活動への

参加の効果，そして近隣環境とウェルビーイングに関する研究結果を紹介する。

身体機能と社会関係の加齢変化と個人差が 
ウェルビーイングに与える影響

4

　良好な健康状態であること，そして家族・親族，親しい友人などとの良好な社会関

係（ソーシャルサポートやソーシャルネットワーク）があることは，生涯を通じて，

ウェルビーイングの重要なリソースとなることは，老年学研究領域で，繰り返し報告

されてきた。また，ソーシャルサポートと比べるとコンパニオンシップに関する研究

は少ないが，同じ時間や空間を共有し，ともに語ったり，遊んだりして，楽しみや喜

びをともにする社会的な交流や社会関係を指すコンパニオンシップは，孤独感を低減

し，生活満足度を高めるなど，高齢者のウェルビーイングにポジティブに関連するこ

とが報告されている。しかし，加齢とともに，身体機能が低下したり，健康状態が悪

化したり，社会関係が縮小，喪失することに遭遇する中で，高齢者のウェルビーイン

グはどのような影響を受けるだろうか。身体的自立度と，家族，友人，そして近隣の

人との社会関係（ソーシャルサポートの受領と提供，およびコンパニオンシップ）の

変化（個人内変化）と個人差（個人間差）が，ウェルビーイングに与える影響を検討

した。

１３），１４）

１５）

１５），１６）

１７）
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　７４～８６歳（調査開始時）の高齢者１，３８８名の縦断データを用いて，マルチレベル分

析を行った。分析の結果，家族とのコンパニオンシップと，友人とのコンパニオンシッ

プには主効果があり，コンパニオンシップが高い高齢者はウェルビーイングが高いこ

とが示された。一方，身体的自立度が低下（個人内変化）すると，ウェルビーイング

が低くなることが示された。しかし，その関係に対して，家族との社会関係と，近隣

の人との社会関係が調整効果を持つことが認められた。すなわち，家族や近隣の人と

の間にサポーティブな関係（ソーシャルサポートを受領したり，相手に提供したりす

るような関係）が少ない高齢者は，身体的自立度が低下するほどウェルビーイングが

低くなることが示された。しかし，家族や近隣の人とサポーティブな関係がある高齢

者は，身体的自立度の変化にかかわらず，ウェルビーイングは高く維持されていた。

一方，コンパニオンシップはどうだろうか。家族とのコンパニオンシップが高い高齢

者，また近隣住民とのコンパニオンシップが高い高齢者は，身体的自立度が維持され

ている，あるいは良好になった時点で，高いウェルビーイングを示した。一方，コン

パニオンシップが低い高齢者は，身体的自立度の変化はウェルビーイングと有意な関

係を示さなかった。

　この結果は，家族とともに，高齢者が住む地域の人たちとの関係性が，後期高齢期，

超高齢期に入った高齢者のウェルビーイングに重要な役割を果たしていることを示唆

している。現在，日本では一人暮らし，あるいは夫婦二人暮らしの世帯の割合も高く

なっている。病気や障害などで身体的自立度が低下した際，近くにいる近隣の人との

サポーティブな関係は，安心感をもたらし，精神的な健やかさを維持するのに重要な

役割を持つ。近隣の人とのつながりを醸成すること，そしてさらには高齢者を包摂す

るような社会的環境を整えることは，高齢期が長期化する中で，大切な要素の １ つと

なるだろう。

　また，この分析結果は，サポーティブな関係とコンパニオンシップ関係が，身体機

能や健康状態の維持・変化によって，ウェルビーイングに対して与える影響が異なる

ことも示唆している。今後，さらに詳細に検討していく必要があるであろう。

社会活動への参加がもたらす効果5
　Rowe and Kahnは，サクセスフルエイジングの重要な要素の １ つに，社会活動へ

の参加を挙げている。社会参加活動は退職後の比較的若い高齢者を対象にした研究を

中心に，ウェルビーイングにポジティブな影響を与えることが報告されている。しか

１８）

１９）

１４）
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し，外出したり，さまざまな社会参加活動を継続することに対して，身体的あるいは

認知的な制約が働きやすい後期高齢期，超高齢期において，社会参加活動を続けるこ

とは，高齢者の日常生活やウェルビーイングにどのような影響や効果をもたらすのだ

ろうか。２０１４年度の調査に参加した高齢者の回答をもとに検討した。

　まず参加実態については，年齢群が上がるにつれて，参加率はやや低下するが，調

査参加者のうち６８％（７５歳群６８％，８０歳群７４％，８５歳群６２％）が「町内会・自治会」

「趣味」「スポーツ・健康」「老人会・老人クラブ」など，何らかのグループや団体に

所属していた（複数回答可）。

　では，このような社会活動への参加を通じて，どのような効果を得ているだろうか

（図 １）。年齢差，性差，交互作用も併せて確認したところ，有意な年齢差が示され

た項目がある一方で，年齢差，性差，交互作用は認められず，いずれの群でも高い得

点が示される項目に分かれた。有意な年齢差があったのは，社会参加活動を通じて「今

までできなかったことができるようになった」（７５歳群＞８０歳群，８５歳群：ｐ＜．０５），

「知らなかった世界を知ることができる」（７５歳群＞８５歳群：ｐ＜．０１），「ためにな

る知識や情報が得られる」（７５歳群＞８５歳群：ｐ＜．０１）といった項目であった。いず

れも７５歳群が他群と比較して得点が高かった。一方，「元気になる」「楽しい時間を過

ごせる」「落ち着いたリラックスした気分になる」「生活に張り合いがある」等，ポジ

ティブな感情の高揚効果については，年齢差や性差，交互作用は認められず，いずれ

の群でも得点が高い傾向が示された。７５歳群では，社会参加活動を通じて新たな知識

の獲得や技術の向上など，より積極的な効果を感じていたが，８５歳群になると，これ

２０）

図 １　社会活動への参加がもたらす効果（年齢群別）
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らの効果は低くなっていた。しかし，年齢群，性別にかかわらず，社会参加活動を通

じて，ポジティブな気分の高揚などの効果を得ていることが示された。

　では，社会参加活動とウェルビーイングや精神的健康にはどのような関係があるだ

ろうか。ここでは生活満足度や精神的健康の指標を用い，活動への参加の有無や，活

動頻度との関係を検討した。分析の結果，社会参加活動への参加群は生活満足度，精

神的健康のいずれも不参加群より有意に高かった。さらに，精神的健康，生活満足度

と社会参加活動の活動頻度との関係性における年齢差を検討したところ，精神的健康

では，全ての年齢群において，活動頻度が高い高齢者の方が精神的健康が高かった。

一方，生活満足度に関しては，７５・８０歳群では，所属はしているが活動はない「所属

のみ群」は，活動がある他群と比較して有意に得点が低かったが，８５歳群では「所属

のみ群」と活動群との間に有意差は示されなかった。身体的非自立度の統制後も同様

の結果が示された。

　身体的な自立度が低下しても社会参加活動に参加し，活動を続けていることが高齢

者の精神的健康の維持に有効であったことから，地域の身近な場で参加できる社会参

加活動プログラムを提供することは後期高齢者，超高齢者の精神的健康を支える社会

環境づくりという点で重要であると考えられる。また分析結果は，超高齢期になると，

活動への参加は難しくても，グループや団体に所属して，年に数回の会報を受け取る

など，何らかの形で他者とのつながりが保たれていること自体が生活満足度の維持に

寄与していることを示唆している。これは超高齢期において，他者とつながることの

意味をさらに探る必要性も示している。

近隣環境とウェルビーイング6
　さて，仕事から引退し，身体機能や健康状態が変化してくると，若い頃と比較する

と，相対的に次第に地域社会で過ごす時間が長くなることもある。また，後期高齢期，

超高齢期のライフステージに移行し，心身の脆弱さや社会関係が縮小していく中で，

地域社会の環境の影響をより受けるようになるかもしれない。そこで高齢者が住む地

域の近隣環境（物理的環境と社会的環境）が高齢者の精神的健康に与える影響につい

て検討した。ここでは，高齢者が住む近隣環境をWHOが提唱するAge-friendly cities 

and communitiesの評価指標を参考にして， ２ つの物理的環境と， ２ つの社会的環境

に分けて評価している。すなわち，物理的環境として「公共の施設やスペース（緑地・

公園，遊歩道，スポーツ施設，文化施設，図書館など）の充実」と「公共施設や公共

２１），２２）

２３）

２４）
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交通へのアクセシビリティ」，社会的環境として「プログラム・サービスの充実（文

化的プログラム，リクリエーションプログラム，福祉サービスなど）」と「社会的包

摂性（地域の意思決定への高齢者の参加，高齢者への肯定的態度など）」である。

　精神的健康の促進要因・抑制要因となる個人変数を統制し，マルチレベル分析を行っ

た結果，高齢者自身が地域での社会活動に参加していることだけではなく，公共の施

設やスペースの充実した地域に住んでいること（物理的環境）が，高齢者の精神的健

康を高める効果を持つことが示された。加えて，経済的な不安を抱えている高齢者ほ

ど，近隣の公共施設が充実していることが精神的健康に寄与していた。一方，経済的

不安がない高齢者にとっては，高齢者に対する社会的包摂性が高い地域に住んでいる

こと（社会的環境）が，高齢者の精神的健康を高める効果を持つことが示された。さ

らに，良好な身体機能が維持されている高齢者にとって，公共施設や公共交通へのア

クセシビリティの良さが，いっそう精神的健康を高める効果を持つことが示された。

　もう １ つ別の研究を紹介する。この研究では，上述した ４ つの物理的環境と社会的

環境の評価が社会参加活動を媒介してウェルビーイング（ここでは生活満足度の指標

を用いている）に与える影響について検討した。先に紹介した研究とは分析手法が異

なるので，結果の単純な比較はできないが，分析の結果，公共施設や公共交通へのア

クセシビリティ（物理的環境）とプログラム・サービス（社会的環境）に対する良好

な評価が直接，高齢者の生活満足度を高めていた。また，この ２ つの要素と併せて，

社会的包摂性（社会的環境）の評価が高いと地域での社会活動への参加頻度を高め，

それが生活満足度を高める関係性も示された。そして，身体機能に制限のある高齢者

と制限のない高齢者との間で多母集団同時分析を行った結果，身体機能の制限がある

高齢者においてのみ，アクセシビリティの良さが生活満足度を高める効果が示された。

　これらの結果は，高齢者が住む近隣の物理的環境や社会的環境が高齢者の精神的健

康や生活満足度へ影響を与えることを示している。それと同時に，その影響は一律で

はなく，高齢者の経済状態や身体機能の状態などによって，有効に寄与する環境の要

素が異なることも示している。とくに経済的な制約や，身体機能の低下など，何らか

の制限がある高齢者にとって，地域の物理的環境や豊かな社会的環境が整うことで，

それが補償機能を持ち，社会活動の参加が続けられたり，安心して日々の暮らしを続

けられたりすることを示している。

　おわりに　　　　　　　
　本稿では，後期高齢期，超高齢期における，人との関わりや社会との関わりの変化，

２５）
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そしてそれを取り巻く近隣の環境（物理的環境と社会的環境）とウェルビーイングと

の関係について，いくつかの研究結果を紹介してきた。

　人生を送る中で，病気に見舞われたり，フレイルが進行したり，大切な友人や家族

と死別したり，さまざまな変化に遭遇する。目の前の現実を受け止め，今あるもの，

今できることに感謝しつつ，それを大切にしながら，時には目標を変えたり，方法を

工夫したりして，人は，人や社会とつながり，日々の暮らしの中で喜びや安心，生き

がいを感じながら生活している。そして，今回紹介した研究結果は，加齢による身体

機能の低下や，経済的な制約などがあっても，高齢者が住む地域社会においてアクセ

シビリティが整ったり，高齢者に対する偏見や差別がなく，社会的包摂性が醸成され

たり，住まいのある地域社会に魅力的なプログラムやサービスがあることによって，

人とのつながりや，社会とのつながりが保たれ，ウェルビーイングや生きがいを感じ

て生活できる可能性を映し出している。とりわけ後期高齢期，超高齢期にある高齢者

にとって，加齢による心身の機能の変化や経済状態は，いくら本人の意思や努力があ

り，予防や対策をしても，それだけでコントロールできるものではない。誰にも優し

い近隣環境は高齢者にとって有効な補償機能を持つ可能性がある。

　近隣環境は地域によってそれぞれ特性や強みがある。それを活かしながら，環境を

整えることによって，特定の年齢や障害の程度にかかわらず，全ての人が自分らしさ

を表現し，自尊心や生きがいを感じて生活できることにもつながっていく。人生１００

年時代において，誰ひとり取り残さない社会を作るために，地域社会が担う役割は大

きい。
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　はじめに　　　　　　　
　「生きがい」は，「人生の目的となるもの」「自分の人生に存在意義や意味を与えて

くれるもの」として用いられることが多く，年齢にかかわらず「生きがい」を持つこ

との大切さが推奨されている。仕事，家族，趣味などが「生きがい」の対象としてよ

く挙げられるが，「生きがい」は人生を通し起こる様々なライフイベントを経て変化

するものであるという特徴がある。特に，中年期から高齢期にかけての時期は，「生

きがい」の移行期となる場合が多い。例えば，仕事を「生きがい」に日々頑張ってき

た人にとって，定年退職は「生きがい」の喪失となる場合がある。子どもの成長と自

立は嬉しいことである一方，子育てという「生きがい」をなくして戸惑う人もいるか

もしれない。また，若い年齢の時に「生きがい」として取り組んでいたスポーツなど

の趣味を，加齢による体力の変化のため続けることができなくなる場合もある。

　これまでに行われてきた「生きがい」に関する研究を見ると，高齢期に「生きがい」

を持っている人の方が鬱になる傾向が低いこと，心血管疾患や死亡率が低いこと，主

観的健康感が高い傾向があることなどが明らかになっている。そのため，「生きがい」

の移行期にある中年期から高齢期にこそ「生きがい」を再確認し再構築することが重

要になる。そのような理由から，高齢期が延長している超高齢社会の日本では，「生

きがい」に関する研究が注目を集めている。

　しかし，百寿者人口が急激に増加している日本では，「生きがい」の移行期が超高

齢期に再び訪れる可能性がある。健康寿命に到達してから寿命を全うするまでの期間

がその時期である。心身ともに自立した生活が可能な時期は「生きがい」の対象とな

る外的要因（例：仕事・家族・趣味）を見つけ，その対象との関係性の中で達成感や

充実感などの肯定的感情を獲得することができる。しかし，虚弱が進み活動範囲が狭

1），2）

3）

4） 5）

6）

7）

8），9）

3 　百寿者から学ぶ人生100年
時代の「幸せ」と「生きがい」

安元　佐織
＜大阪大学大学院人間科学研究科講師＞
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くなると，それ以前のように「生きがい」の対象を持ち，達成感や充実感を味わうこ

とが困難になる場合がある。そのような状況になると，私たちは「生きがい」を持つ

ことができなくなるのだろうか。もしくは，それまでとは異なる形で「生きがい」を

見つけていくのだろうか。これらの問いについて考えるために本稿では，百寿者を対

象に「生きがい」の類似概念の １ つとされている「幸福感」の構成要素の加齢変化を

検討した調査を紹介する。また，自身も高齢な百寿者の家族が考える人生の終末期の

過ごし方についての調査を紹介することで，超高齢社会における「生きがい」につい

て考察する。

百寿者にとっての「生きがい」1
　2008年に出版されたBlue Zonesという本がある。「Blue Zones」の日本語訳は「青

い地域」であり，百寿者を含む長寿の人が多い地域として人口統計学的に認定された

地域を意味している。これは，ベルギーの人口学者ミシェル・プーランとイタリアの

医師ジャンニ・ぺスが，地図を見ながら長寿人口が多いイタリアのサルデーニャ島に

「青色マーカー」で印を付けたことがきっかけとなってつけられた名称である。その

後，アメリカの研究者ダン・ベットナーと世界中に読者がいる雑誌National 

Geographicが組んで，世界中の長寿地域を探す調査が始まった。そして，イタリア

のサルデーニャ島，日本の沖縄，アメリカのカリフォルニア州ロマリンダ，コスタリ

カのニコジャ半島，ギリシャのイカリア島がBlue Zonesとして認定を受けた。

　このBlue Zonesの調査では，長寿の遺伝的要因を調べるとともに，その地域特有の

長寿要因となっているだろう生活習慣や行動パターンを調査している。その結果，健

康長寿を達成するための 7 つの習慣が提案されている。 １ つ目は，日常生活を通して

良く動くことだ。これは，ジムに行って運動するのではなく，家庭菜園，犬の散歩，

徒歩で移動するなど，一日を通して活動量を増やすことを意味している。 2 つ目は，

食べ過ぎないことだ。Blue Zonesの百寿者は，日本語でいう「腹八分目」を実践して

いる。 ３ つ目は，ストレスを避け充分な睡眠をとることである。太陽が上がるととも

に起床して，太陽が沈むころには就寝の準備をするような生活リズムで過ごすことが

望ましい。

　 ４ つ目の長寿習慣は，家族との強い絆を持つことである。Blue Zonesの高齢者は，

文化的に年長者として尊敬され，家族以外の人々からも敬われ大切にされている。そ

のため，活動範囲が限られても家族という一番身近な社会の中での役割を保持してい

１0）

１１）
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る。さらに，そのように社会の一員としての生活が可能なことから，地域の人々から

のサポートを得られるという ５ つ目の特徴が紹介されている。続いて， ６ つ目は健康

的な食生活をすることだ。具体的には，その土地で育った野菜を豊富に摂取して，保

存料や添加物を使った食品を避けることである。

　そして最後に重要となった要因が，人生に対して肯定的な気持ちを持っていること

であった。例えば，コスタリカのニコジャ半島には，挨拶の時などでも使われる「純

粋な人生」と訳されるPura Vidaという言葉があり，人生におけるすべてのことを喜

び平和と幸福を大切にしようという思想が強い文化が続いているそうだ。他にも，日

本の沖縄には，「生きがい」という幸福な人生への強い思いがこもった言葉があるこ

とが紹介されている。沖縄での調査では，百寿者に対して「あなたの生きがいは何で

すか？」という質問がされており，その回答として「１0１歳の年齢差がある孫を抱く

こと」「家族のために魚を釣ること」などが挙がっている。つまり，沖縄の百寿者は，

外的な対象となる「生きがい」を持つことによって，人生に対しての喜びや満足感を

得ていた。

　このように，百寿者研究においても「生きがい」は長寿に肯定的な影響があると報

告している。しかし，孫を抱いたり，魚を釣ったりすることが可能な百寿者ばかりで

はない。著者が行った百寿者調査の参加者の多くは，怪我をして周囲に迷惑をかける

ことを懸念して活動を控え，新しく何かを始めることは控えるようにしている方が多

かった。そのような生活の中では，これまで注目されてきた形の「生きがい」を持っ

ての生活は困難である。では，活動量や活動範囲が制限される生活では，「生きがい」

を持つことは不可能なのだろうか。その問いについて考えるために，著者と共同研究

者が実施した，百寿者にとっての幸福感についての調査を紹介する。

百寿者にとっての「幸福感」と「生きがい」2
　上記で「生きがい」という言葉には，「幸福な人生への思い」が含まれているとい

うBlue Zonesの調査を紹介した。ここでは百寿者にとっての幸福感について議論する。

加齢は楽しく心満たされる側面があると同時に，健康，聴力，視力，社会的役割など，

なんらかの機能低下や喪失が避けがたい過程でもある。特に超高齢になると，そのよ

うな状態での生活に適応していくことが重要な課題となる。Blue Zonesで紹介したよ

うな自立した生活が可能な百寿者を対象とした場合は，「生きがい」の対象となる外

的要因（魚釣り・毎朝孫を抱く・マーシャルアーツ）は何か，またそれらにはどのよ

１１）

１１）
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うな特徴があるかを調べることは重要である。しかし，自立した生活が困難な状態に

ある百寿者を対象とした場合，人生は幸福だと感じる状態を引き起こす状況を理解す

ることで，活動範囲や活動量に制限がある超高齢者の「生きがい」を理解する糸口に

なる可能性がある。

❶ 	百寿者にとっての「幸福感」の構成要素とは	●●●●●●

　高齢期の幸福感についての先行研究によると，健康であることが若い年齢の高齢者

の幸福感に強く影響することが報告されている。年齢が異なる高齢者群を比較した調

査では，超高齢になると抑うつ傾向が高くなる傾向があるものの，心理的well-being

を含む幸福感は高いまま維持されることが報告されている。これらの結果から，年齢

によって幸福感に影響を与える要因が異なること，また幸福感の側面によって加齢に

よる変化の影響が異なることが示唆される。ここで注目すべき点は，疾患や機能低下

を避けることが難しい超高齢期においても，高いまま維持される幸福感の側面がある

ということである。しかし，百寿者のようにさらに高齢になり自立した生活をおくる

ことが困難になった場合でも，幸福感は維持されるのか，もしくは百寿者はどのよう

に心を適応しているのかの理解は明らかになっていない。

　数少ない百寿者の幸福感に関する研究から明らかになっていることは，イギリスの

百寿者は好奇心が強く自身の人生を肯定的に捉える傾向があること，日本の百寿者は

聴覚や視力などの身体機能が低下して，自立した生活をおくることが困難であっても，

生の実存的な意味を考えることで喪失に適応していることなどである。これらの研究

から，百寿者は機能低下を経験しながらも幸福感を維持していることがうかがえる。

しかし，そのような状況での幸福感がどのようなものを意味しているかは明らかでな

い。そこで，著者と共同研究者は，百寿者の幸福感を理解するためのインタビュー調

査を実施した。

❷ 	調査協力者と調査方法	 ●●●●●●●●●●●●●●

　20１５年１0月から１2月にかけて，兵庫県都市部と農村部に住む百寿者１３名（男性 １ 名，

女性１2名）を対象に，幸福感に関するインタビュー調査を実施した。１３名の居住形式

は， ４ 名が家族と同居， ６ 名が特別養護老人ホーム， 2 名が独居， １ 名がその他（匿

名希望）であった。独居で生活している 2 名の百寿者は，日用品の買い出しなどは家

族のサポートを受けながら，簡単な料理や洗濯はご自身でされていた。１0名の方々は，

食事の準備や洗濯なども家族や施設職員のサポートを受けて生活していた。インタ

１2），１３）

１４）

１５）

１６）

１7）

１8）
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ビューは，百寿者の体調に気を付けて休憩を挟みながら実施した。

❸ 	分析結果	 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　インタビュー調査の結果，百寿者にとっての幸福感を説明する ５ つのカテゴリーと，

各カテゴリーを詳しく説明するサブカテゴリーが抽出された。カテゴリー，サブカテ

ゴリー，また具体例としての語りは表 １にまとめた。この結果から，百寿者にとって

の幸福感は，自身の心の発達や熟練に注目する過程で生じる感情であり，それが百寿

者にとっての「生きがい」となる可能性があることが分かった。下記に，各カテゴリー

の説明と「生きがい」との関連を説明する。

①　前向きな気持ちで生きること

　このカテゴリーは，〈日常生活に関心事を見つけ出す〉〈信念を持って生きる〉とい

うサブカテゴリーから構成される。自立して生活している百寿者は，社会参加に積極

的で目標を持って生活しているという報告があるが，本研究の参加者である虚弱な百

寿者も，限られた機能や身の回りにある資源の中で喜びを見つけ，自身の信念に忠実

に生活をしていた。これは，心理的well-beingの「人生の目的」とも合致しており，

百寿者が自分自身の心に注目することで「生きがい」を見出していることを意味して

いる。

②　制限の中で生きること

　このカテゴリーは，〈活動性の低さ〉〈限界の認識〉というサブカテゴリーから構成

される。インタビューの語りから，百寿者は機能低下に伴い活動範囲が狭くなったこ

とや，日常生活において自分にできることに限りがあることを意識的に認識して受け

入れることで，変化に抗わず穏やかな心を保っていることが推測される。自分が置か

れる環境を選択したり調整したりすることによって幸福感を維持するというアプロー

チは，心理的well-beingの「環境制御」と似ている。しかし，百寿者は外的な要因（例：

環境や人間関係）を調整することに注目するのではなく，自分の限界を受け入れるこ

とにより自身の認識や価値観を作り変えるという 2 次的コントロールのようなアプ

ローチで幸福感を維持していた。ここで生じる幸福感も，自分がコントロールできる

出来事や程度を調整するという目標を達成することが中心となることから，若い年齢

のころに目標を掲げて取り組んでいた仕事や子育てに代わる「生きがい」になってい

る可能性が考えられる。

③　他者との良い関係性を築くこと

　このカテゴリーは，〈他者との調和〉〈世話をされる有難さ〉というサブカテゴリー

１６）

１9）

１9）

20）
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から構成される。心理的well-beingの「積極的対人関係」と同じように，周囲の人と

良い関係にあることが百寿者にとっての幸福感につながることが確認された。機能低

下に伴い行動範囲や交流関係が限定されるだけでなく，他者からのサポートが大切に

なる日常生活だからこそ，百寿者は意識的に周囲の人々を肯定的に評価し感謝してい

１9）

表 １　百寿者の幸福感を構成する考え方と発言例

カテゴリー サブカテゴリー 発言例

前向きな気持ちで生
きること

日常生活に関心事を
見つけ出す

「興味ってな，新聞の広告見て，いい本があるかなって。う
ん。それが毎日の楽しみ」「好き嫌いが少ないんです。食べ
るのは何でも美味しいゆうて食べますね」

信念を持って生きる 「家のためが自分のためになる」「これでよろしいって自分
で確かめて，ちゃんと道をまっすぐ通ったらそれでいいです」

制限の中で生きるこ
と

活動性の低さ 「活動言うてね，たいして動くこともせいへんしね」「転ん
で迷惑かけるのやったら，もうやめとこか」

限界の認識 「それはまぁね，美味しいもの食べたいなぁとは思うことも
あるけどね，それはもう諦めてますねん」「してみてこれは
できんなぁと思うことはありますね。こんなこともできんよ
うになったんかなぁということを思います」

他者との良い関係性
を築くこと

他者との調和 「いつも朗らかでね。そういうことでは家でも喧嘩なんかし
ないで，いつも朗らかで，笑い顔で暮らしたいですね」「た
だ心の中にこの人たちは良い人だねっていつも来て下さる方
に，有難く感じてますから」

世話をされる有難さ 「そら足が痛い手が痛いそらありますけど，ね，それでもやっ
ぱり痛かったらダッと飛んでいって手をつないでくれます
し，車も家の中でも歩かんでいいようにちゃんと乗せてくれ
ますし，トイレ行きたいと思っても別に子どもやからそんな
に遠慮して嫌やとそら言ったりしませんね。そういうとき幸
せですね」

人生の充足感を感じ
ること

生きることへの満足 「そうですね，人生に満足，人生…まぁ，あんまり悲しいこ
ともないし，割合満足な方です。あんまり悲しいこともなし，
ほんとにどっちかと言えば満足な方ですね」「もうここでな
にをでもなしにね，暮らしてるのが一番よろしい」

十分に生きた感覚 「もう百歳超えたらね，もうこの世の人生を長生きしすぎた
くらい。はよもうあっちへ行きたい」「目標っていったって，
もうこの歳になったらね，ここまで行きついたから」

あるがままの状態を
受け入れること

考えすぎない 「私は朗らかな人ですから，なにも苦労もないです。なにも
考えません」「アホなのかね。結構，あんまり深刻に考えな
いですね」

自然に任せる 「もう新しうやってみたいことは，もう歳やでできんかなぁ
と諦める」「私の人生はそういう風にね。もう生まれた時か
らそうなってたんだね」

平穏な気持ち 「落ち込んだりはせん。歳かないう感じ」「毎日平穏な気持
ちです」
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ることがうかがえる。この心の変化も，上記で紹介した①前向きな気持ちで生きるこ

と，②制限の中で生きることと同様に，自身の心持ちを調整することで獲得する世界

観という「生きがい」とも言える。

④　人生の充足感を感じること

　このカテゴリーは，〈生きることへの満足〉〈十分に生きた感覚〉というサブカテゴ

リーから構成される。調査に参加下さった百寿者は，戦争を含む様々な困難を経験し

た世代であるにもかかわらず，人生全般や現状に満足している思いが語られた。これ

は，心理的well-beingの「個人的成長」にある，今の状況に感謝できる気持ちが幸福

感につながるというアプローチと類似している。しかし，百寿者の語りからは，「個

人的成長」にあるような今後の展望や成長についての語りはなかった。現状に心から

満足するというのは，百寿者特有の視点かもしれない。

⑤　あるがままの状態を受け入れること

　このカテゴリーは，〈考えすぎない〉〈自然に任せる〉〈平穏な気持ち〉というサブ

カテゴリーから構成される。これは，心理的well-beingの「自己受容」と似ている。

今回の百寿者を対象としたインタビューでは，加齢によって身体機能や認知機能が低

下したことによって，自立してできることに限りがある状態を肯定的に受け入れる姿

勢が多々語られた。客観的機能や社会的地位の喪失を経験する高齢期においては，こ

れまでの経験に固執せず，達成可能な目標設定をすることで精神的な平穏を保つこと

ができる心理的発達も示唆されている。つまり，健康的にも社会的にも制限がかかる

高齢期こそ，現状を受け入れて満足できる能力が重要となるのである。

　本研究から，百寿者は身体機能や他者との交流頻度の低下など，様々な喪失に直面

しながらも，そのような状況に適応してポジティブな感情を生み出すことにより，幸

福感の概念を構成する要素を再生産していることが示唆された。その過程では，自立

して生活していたころにベースとしていた外的動機による「生きがい」探しから，自

身の心の発達や調整など，自己に向かって「生きがい」を感じるというような視点に

移行する可能性が示唆される。

百寿者の親から学ぶ「老いへの態度」3
　著者は，そのような百寿者の心の変化を見ることは，家族の「老いへの態度」にど

のように影響するのかを検討するために，４2名（男性１8名，女性2４名）の百寿者を親

１9）

１9）

2１）



— 34 —

に持つ子どもを対象に質的調査を実施した。男性の平均年齢は7１歳（６３歳から7５歳），

女性の平均年齢は70歳（５9歳から8１歳）であった。４2名の語りは，次のようにまとめ

られる。

　「歳をとると喪失するものが多い。例えば，日常生活をコントロールする力を失う。

日々の目標や人生の目的を失う。社会的地位も高齢期に失うもののひとつである。

そして何より人間としての尊厳を失ってしまう。でも，それが高齢期に直面するこ

とと分かっているから，心身共に元気な今の段階から計画的な自身の老後を考えて

いる」

　この発言から，百寿者を親に持つ高齢の子どもは，老いは喪失という否定的な解釈

をしているとも言えるが，そうなることが分かっているからこそ，自分の老いの過程

はコントロールができる状態に準備しておこうという肯定的な姿勢で老いを捉えてい

るとも言える。しかし，百寿者の語りからは，コントロールをいかに手放せるかが超

高齢社会で幸福に歳を重ねる秘訣であることがうかがえる。そして，機能低下で制限

がある生活を余儀なくされても，平穏な気持ちで生きることに「生きがい」を見出す

という形があることも教えてくれている。

　健康であることを重視する社会では，ライフコースを通して「生きがい」の対象が

変化することを外的動機に注目して進められてきた。しかし，健康寿命に到達してか

ら生命寿命を全うするまでの期間が延長している社会においては，私たちは一生「生

きがい」を持ち続けることができるという百寿者からの教えは大切である。

　おわりに　　　　　　　
　１9４６年に出版された「夜と霧」という有名な著書がある。日本語を含む多くの言語

に翻訳されているので，読んだことがある人も多いと思う。著者である精神科医ヴィ

クトール・フランクルは，自身の困難な人生経験を通して，どんなに厳しく困難な状

況下に置かれていたとしても，この先の人生に希望を見出し，苦しい人生にも生きる

意味を見つけ出すことが，私たちが生き残るために大切な能力であると説明している。

そのヴィクトール・フランクルが，「人間の生きがいは，その人が毎日行う行動の積

み重ねである」という言葉を残している。

　この言葉は，百寿者の語りにあった，様々な喪失（身体機能の低下，社会的地位の

喪失，他者との交流頻度の低下）に伴い制限がある生活の中でも，前向きな感情を自

ら生み出す姿勢に「生きがい」（幸福）を見出すというアプローチと似ている。「生き

がい」は生活に活力や満足感を与えてくれる。そのため，健康長寿を達成するために

22）

8），9），2３），2４）

2５）
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大切な要素の １ つであるという観点から，「生きがい」の対象となるものや内容の変

化に注目して研究が進められてきた。百寿者人口が急激に増加している日本では，「生

きがい」の移行期が超高齢に再び訪れる可能性がある。このことを考慮に入れて，健

康寿命に到達してから寿命を全うするまでの期間の「生きがい」の可能性について考

えることも大切だろう。
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　はじめに　　　　　　　
　筆者は，超高齢者（85歳以上）の潜在能力と文化的価値，精神的次元の力量ともい

える老年的超越兆候に注目し，それらを引き出し生かしている長寿の島・奄美群島（以

下「奄美」）のコミュニティに焦点を当て，健康長寿を実現している集落（以下「シマ」）

の地域要因と支援要因の研究を行ってきた。

　当初，奄美研究は老年的超越理論の実証からスタートした。老年的超越は文化に普

遍的でその様態は文化によって異なるとされている。北欧とは気候や文化の異なる奄

美の地でどのように現れるかに関心を持ったのである。

　畑仕事で日焼けした彼ら／彼女らはおしゃべり好きで，おもてなし上手で，多弁に

長生きへの意欲や歳を重ねる喜びを語ってくれた。語りをM-GTA（修正版グラウン

デッド・セオリー・アプローチ）で分析したところ，コア概念として「目標は100歳」

が導かれた。

　奄美の超高齢者には，“老いることへの悲壮感がない”。このことは，都市部に暮ら

す筆者にとってはカルチャーショックであった。次第に，彼ら／彼女らの生き方に惹

かれ，長生きを幸せと語らしめているシマのコミュニティ特性へと重点が移っていっ

た。

　13年にわたる現地でのフィールドワークでは，シマの自然・居住空間・祭り・伝統

行事・結い・習慣などの参与観察とともに，超高齢者本人・百寿者の同居家族・民俗

研究家へのインタビュー調査に加え，高齢者・超高齢者・集落区長へのアンケート調

査を行った。また，シマの祭りと超高齢者の日常を映像に収めるなど，多様な学際的

手法を用いてミクロ的視点からの解明に努めた。

　これらを通じて明らかにされたのは，奄美におけるシマの自治力，個々人の知恵や

1）－7）

8）－10）

8）

7）

4 　コミュニティのつながり
こそ老いを輝かせる

　　―「目標は100歳」と語る奄美の超高齢者たち―
冨澤　公子
＜立命館大学産業社会学部非常勤講師＞
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協働を和に導き，学びあい・育ちあいを生み出す地域の祭りや伝統行事の持つ機能で

あった。その中心に教師的存在の超高齢者がいる。それらが良循環となって長寿と生

涯発達を支える信頼のプラットホームが形成されるのである。

　加えて奄美は，“長寿多子化” 傾向にあるという発見であった。今日の日本社会では，

“少子高齢化” が危惧されているが，本土から遠く離れた奄美では，健康長寿者が多

く出生率も高いという，“長寿多子化”傾向を示していた。超高齢者が長生きを楽しむ

環境は子育て世代にとっても良い環境となって，持続可能なコミュニティが形成され

ているのであった。辺境の地と呼ばれる場でGDPの経済指標では低域にある奄美が，

長寿時代のモデルとなる持続可能な幸福社会を実現していた。新たな発見の始まりで

ある。

　ますます進展する長寿・超高齢社会は，少子高齢化の深刻化が危惧される未来では

ない。むしろそれとは逆のシナリオ，可能性を示唆するのが奄美の事例であった。以

下，フィールドワークを通して明らかになったそれらの要因を見ていくこととする。

奄美のコミュニティと超高齢者へのまなざし1
❶ 	奄美のシマに注目する	 ●●●●●●●●●●●●●●

　現在多くの地域コミュニティは，人間関係における“つながり”や“きずな”を失い，

智を集める知を喪失して，人々が孤立し，地域の永続的な発展がますます困難になっ

ている。特に，都市部では，地域固有の文化の崩壊，近隣との交流関係や社会関係資

本におけるヨコのつながりも世代間のタテの関係も失われている。その中で，高齢者

／超高齢者は地域での居場所を失っている。彼ら／彼女らの人生体験や生きがい，潜

在能力は評価されず，伝統を今に生かす場としての祭りや行事，ノウハウを次世代に

伝承するチャンスがない。

　しかし，日本のコミュニティの実態を詳しく研究すれば，多くの困難に直面しなが

らも，祭りや伝統文化，習慣などの（無形の）文化資本を継承して，“つながり”や“き

ずな”の強固なコミュニティを発見することができる。その典型例として，奄美のシ

マのコミュニティに注目する。つながりやきずなという社会関係資本（ソーシャル・

キャピタル）は，仕事や生活上の「困ったときはお互い様」という信頼関係でもある。

そこには，「愉しみ」も「困りごと」も分かちあうという利他の精神が幸福感を醸成し，

信頼関係を深めることが見えてくる。

11）



第 １編　研究発表

— 39 —

❷ 	超高齢者の潜在能力と幸福感に光を当てる	●●●●●●●

　経済成長志向の社会では，効率や若さに重きが置かれ，超高齢者の経験や潜在能力

は注目されず，負の側面ばかりが評価されてきた。この傾向は，次世代における社会

保障費などの増大に注目する結果となり，さらには，世代間の利害対立を不可避的な

ものとして固定化する要因ともなっている。

　本研究が対象とする超高齢者は，加齢に伴う機能低下など深刻な側面が強調されが

ちであるが，地域生活から見れば，多様な潜在能力や文化的価値の担い手としての側

面が浮かび上がる。筆者は，老いと関係する経験や叡知，老年的超越等の潜在能力と，

虚弱化する身体に適応しながら利他性や世代性が高まっていく幸福感に注目する。

　超高齢者の「超越」という概念は，若い頃の産業と生活における労働の苦しみや歓

びという体験を経たのちに身につけた心の落ち着き，生活や仕事の知恵，熟達した技

などを含む「精神的資産」として，次世代へ影響を与えうる存在と把握することがで

きる。超高齢者の幸福感は人生における一種の「超越」を特徴とし，その意味では若

い世代の幸福感とは質的に異なっていることが理解されるのである。

＜研究 １＞　奄美を照射する：
　　　　　　歴史に培われたアイデンティティ

2

❶ 	奄美群島の概要	 ●●●●●●●●●●●●●●●●

位置：奄美群島は鹿児島県大島郡に属し，離島の中でも特に本土から遠隔の飛石状に

連なった島嶼からなる。 8 つの有人島（奄美大島，加計呂麻島，請島，与路島，喜

界島，徳之島，沖永良部島，与論島：12市町村）がある。

人口・気候：人口は104，281人（令和 2 年国勢調査）で，人口の39．7％が奄美市に住

んでいる。高齢化率は35．0％。亜熱帯の温暖多雨，台風の常襲地である。

産業・所得：農業（サトウキビ，果物），大島紬，黒糖焼酎が主な産業である。

歴史：地理的には大和（本土）と琉球（沖縄）の狭間にあり，過去には琉球王朝，島

津藩から侵略され，終戦後 8 年間は米軍支配下など，外部勢力から抑圧された歴史

がある。

12）

13）

14）
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❷ 	シマの景観	 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　シマの景観は祈りの空間（カミ山，カミ道，祈り場）と一体化している。月 2 回（旧

暦 1 日と15日）の墓参りが一般的で，先祖は常に身近な存在である。日常生活では，

「トウトガナシ」という先祖の神に感謝する言葉が頻繁に使われる。海の向こうに五

穀豊穣をもたらすネリヤカナヤ（神の国）があると信じられ，シマの沖合いにある立

岩には，神が宿るアニミズムの世界観が色濃く残っている。

　シマは，交通機関が発達する以前は険しい山に囲まれ，隣のシマとの交流はなく，

閉ざされた空間の中でそれぞれが独立していた。奄美の人々にとって自分の生まれ

育ったシマが出自を確認できる唯一の場所であり，「奄美の人にとってのふるさとと

いえば，それは一つの島でなく，島のほんの一部を占めるシマ」なのである。

❸ 	シマの暮らしとまつり	 ●●●●●●●●●●●●●●

　シマの中心には公民館と土俵がある。土俵はシマの象徴であり，豊年祭での豊年相

撲，敬老行事，伝統的民謡の島唄や八月踊りが盛大に行われる。人々にとって祭りは，

一見すると単調な日々の繰り返しかと思われる生活の「ハレ」の場であり，生活する

エネルギーを再生する歓びの場であり，「ケ」の日常を無事に送る役割を担う。神や

先祖への感謝の気持ちと結びつき，暮らしの安寧や習慣を強固にする。

　超高齢者はシマ口で唄い継がれている島唄や八月踊りの教師であり解説者である。

テンポの多様な歌と踊りを見事に先導し，若い世代は超高齢者の所作を見ながら踊る。

　シマには一人ひとりに出番や生きがい，使命感を果たすコミュニティの力量がある。

この力量は単なる伝統の継承というだけでなく，人々が互いに学びあい・育ちあう場

としての意味を持つ。ここでは，「和を実現しつつ，シマの調和を生み出す場」が，

永続的に発展してゆく。

❹ 	対等・平等「一重一瓶」習慣	●●●●●●●●●●●●

　「一重一瓶」は，宴の際にはそれぞれが食べるお重とお酒を持参するもので，奄美

特有の習慣である。このような対等・平等の習慣は，現在の奄美の人の生活全般に見

ることができ，奄美の人々の考え方を表しているとされる。

　奄美は歴史的に封建制度の支配が及ばず，各シマの自治力を生かした統治の習慣が

根づいていた。そのため，個の自立への志向性は強い。例えば，本家・分家という意

識や身分の上下関係がなく，対等・平等で公平な分配など，個々の個性を尊重しなが

15）

16）
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ら，大らかに暮らしている。

❺ 	奄美の長寿・多子化	●●●●●●●●●●●●●●●

　奄美は100歳以上の長寿者が多く，かつて泉重千代さんや本郷かまとさん，田島ナ

ビさんなどの世界最高長寿者を輩出した島である。長寿地域の目安となる百寿者率（人

口10万人当たりの100歳以上の割合）は189．44人で，全国平均（72．44人）の2．6倍で

ある。百寿者率は12市町村ともに全国平均を上回っている（図 1）。

　一方で，合計特殊出生率も高い。厚生労働省の2013～2017年の人口動態保健所・市

区町村別では，全国市町村第 2 位の伊仙町（2．46），第 3 位の徳之島町（2．40）をは

じめ，10位までに奄美の 4 町が入っている。すべての市町村で全国平均を上回ってい

る。この結果を前回分析（2008～2012年）と比べると，徳之島町（2．18→2．40），天

城町（2．12→2．28），知名町（2．02→2．26），喜界町（2．00→2．16），和泊町（2．00→

2．15），龍郷町（1．83→2．13），宇検村（1．69→1．90），奄美市（1．83→1．88），大和村

（1．78→1．83）と，12市町村中 9 市町村で出生率が増加している。奄美は長寿に加え

多子化地域なのである（図 ２）。

17） 17）

18）

18）

図 1　百寿者率

出典：鹿児島県資料（2022）から筆者作成
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図 ２　合計特殊出生率

出典：厚生労働省資料（2020）から筆者作成

伊仙町
徳之島町

天城町
知名町
喜界町
和泊町
龍郷町
与論町

瀬戸内町
宇検村
奄美市
大和村

全国

２．４６
２．４０
２．２８
２．２６
２．１６
２．１５
２．１３
１．９９
１．９２
１．９０
１．８８
１．８３
１．４３



— 42 —

＜研究 2＞　超高齢者の自立を支えるコミュニティ3
❶ 	超高齢者の自立：文化資本と経済資本の再分配	 ●●●●●

　超高齢者がシマの祭りや伝統行事に関わる余力ができたのは，一方では，自給自足

経済ともいえる豊かな自然力や農林漁業の発展があり，他方では第二次世界大戦後，

日本社会に普及した年金などの社会保障制度や健康保険制度の役割が大きい。加えて，

シマの人々や行政の配慮もある。超高齢者は年金を現金収入の基礎としながら，自治

体の祝い金などと併せて，衣食住，交流などに使える経済力を保持できる。

　超高齢者は伝統・祭礼文化や仕事・生活の知識やノウハウ，職人の力量など（無形）

の文化資本を蓄積している存在として，シマにおける文化資本と経済資本の再分配シ

ステムに寄与しているのが見えてくる（図 3）。超高齢者を地域の産業や文化を再生

産する担い手として注目すると，年金制度のポジティブな側面が評価される。

図 3　文化資本と経済資本の再分配システム

出典：冨澤公子『幸福な老いを生きる――長寿と生涯発達を支える奄美の地域力』水曜社，26頁，
2021年

超高齢者層 次（現役）世代

技
と
文
化
の
体
得

文
化
資
本
の
核

伝
統
祭
礼
文
化
・

産
業
文
化
・

生
活
文
化

経
済
資
本
の
核

年
金
・
慰
労
金

経済

文化
所得の動き
文化の動き

経
済
的
基
礎



第 １編　研究発表

— 43 —

❷ 	超高齢者を支える結いの風土	●●●●●●●●●●●●

　超高齢者を支えるシマの結いには，例えば次のようなものがある。

1 ）�各シマの無人市は，建物は行政が建てる公設民営で，超高齢者の収穫した野菜を

売っており，生きがいと現金収入の獲得に貢献している。

2 ）�高齢者が作った野菜や果物を週 1 回シマの若い世代が青果市場に送達するシステ

ムを確立している。流通手段のない超高齢者にとって心強い支援である。

3 ）�世代間でウニ剥きとウニ獲り作業の分担を行っている。ウニ獲りは若い世代，根

気のいるウニ剥きは高齢者らとそれぞれ分担し，収入を分配している。

　シマの結いは，超高齢者は単に支えられる存在ではなく，持てる潜在能力を発揮し

地域貢献できる役割の場として機能し，シマの人々は超高齢者の自立意識を自然な形

で支援しているのである。

❸ 	子どもを支える結いの風土	 ●●●●●●●●●●●●

　子どもは周囲の暖かい支援の中で，シマの文化を学び育っていく。人々は子どもの

成長をシマの喜びごととして共有しあい，育ちやすい環境を作っている。

1 ）�PTAは小・中・高校ともシマの全員（単身高齢者も）が加入し，子どもの教育

環境を支えている。運動会には親だけでなく親戚やシマの人がこぞって参観し出

場・応援するシマの大きなイベントである。超高齢者の出番もある。

2 ）��赴任した教師はシマ全戸に家庭訪問する。訪問は教師にとっても高齢者にとって

も学びの場となっている。豊年相撲では教師もシマの一員として参加する。

3 ）�子どものムチモレ踊りや稲擦り踊りなど，高齢者が指導し，小さいときから伝統

行事の楽しさを体験させている。

4 ）�入学式（小 1 ），卒業式（中 3 ）の夜には，シマの人，職場の人，親戚の人，同

好会の人がお祝いにかけつける。特に高校が近くにないシマでは，中学卒業後は

親元を離れるため盛大に行われる（ある超高齢者が，「ここでは，一緒に過ごす

ことができるのは中学までよ」と語ってくれた）。

　シマの結いから，長寿・多子化を実現している要因が見えてくるのである。
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＜研究 3＞　奄美の超高齢者の
　　　　　　老年的超越階層モデルと幸福感

4

　冒頭で紹介した超高齢者のインタビュー内容を紹介する。

❶ 	調査の方法	 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●

対象者・面接時期：群島内 2 町村の自宅居住超高齢者11人（男性 4 人，女性 7 人）。

85～101歳。一人暮らしは 7 人。面接は2006年 7 月13日～16日で行った。

身体状況： 7 人は自立者であるが， 1 人を除き通院治療中。

調査・分析方法：自宅訪問し，60～90分程度の聞き取り調査。分析はM－GTA法で

行った。

❷ 	概念の生成	 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　M－GTAでは最初の概念生成が重要とされることから，分析テーマに照らして

「ディテールが豊富で多様な具体例がありそうな者」を選んだ。1 例目は89歳の男性。

足が不自由で要介護 1 でありながら現役の農業経営・従事者である。語られている意

6）－9）

19），20）

表 1　調査対象者の基本属性

性別
年齢

職業
家族
構成

介護認定
状況

通院
状況

居住歴
歳

A 男性 89歳 農業従事中 1人 要介護 1 月 1回 43年

B 男性 86歳 役場の職員 1人 なし なし 86年

C 女性 86歳 主婦（教員） 1人 なし 月 2回 60年

D 女性 85歳 主婦・農業・織 1人 なし 月 1回 85年

E 女性 92歳 主婦・農業 1人 なし 月 2回 92年

F 女性 89歳 主婦・織 1人 要介護 1 月 1回 47年

G 男性 86歳 商店経営中 5人 なし 月 1回 61年

H 男性 86歳 商店経営他 2人 なし 月 1回 86年

I 女性 88歳 主婦・織 1人 要介護 1 週 1回 87年

J 女性 87歳 主婦・織 2人 なし 月 2回 35年

K 女性 101歳 主婦・農業・織 3人 要介護 4 月 3回 60年

出典：冨澤公子『幸福な老いを生きる――長寿と生涯発達を支える奄美の地域力』
水曜社，188頁，2021年



第 １編　研究発表

— 45 —

味・内容を解釈しながらコーディングを進めた結果，16の概念が生成された。 2 例目

は86歳の今はリタイヤし読書三昧という人を選んだ。類似比較と対極比較から新たに

2 つの概念が生成され，ヴァリエーションの追加もされた。

　 3 例目以降も同様の分析を進め， 3 例目で 4 つ， 4 例目で 1 つ， 5 例目で 2 つ， 6

例目で 1 つの概念が生成され，それぞれの概念のヴァリエーションも豊富になって

いった。 7 例目に移ったとき，新たな概念は出てこなかった。新たに確認すべき問題

点もなく「理論的飽和化」と判断し，分類と整理を行った結果，最終的に25の概念，

9 つのカテゴリー， 3 つの次元， 1 つのコア概念が浮かび上がってきた。

❸ 	結果：目標は100歳	 ●●●●●●●●●●●●●●●

　最終的に，「日々の営み」の次元，「形成基盤」の次元，それらが精神世界につなが

る次元へと 3 階層が構成された。中心層は日々の営みにおける「目標は100歳」とい

うコア概念がある（図 ４）。

①　日々の営みの次元

1 ）確立した生活スタイル

　自宅居住の超高齢者は孤独感や過去に浸るという後ろ向きの傾向になく，「日々の

生活に満足感」を持っており，「確立した生活スタイル」を継続し，「工夫された日常

生活」や「食べ物のこだわり」「道具と知恵の活用」によって，自分に適合した生活

を営みながら積極的に100歳をめざしている。

2 ）ポジティブな人生観

　精神面では，ポジティブな人生観のもと「前向きに生きている」。「若い頃から頑張っ

た感」の持続が現在の生活満足感を高め，主体的に生きる原動力にもなっている。人

生を振り返ると，「楽しかった高齢期」がある。子育て，リタイヤ後の60～80歳代で，

老人クラブに入って楽しかったと語る。超高齢者の60歳代からが楽しいとの回答は示

唆的である。また，「長生きは獲得するもの」という人生観がある。長生きは遺伝よ

り食生活をはじめとした生活習慣から自分で獲得するものであり，遺伝より努力の積

み重ねという意識がある。

3 ）社会的な行為

　超高齢期においても「社会からの離脱」とは異なり，積極的に社会とつながる行為

がある。新聞は多い人は毎日 3 紙，テレビの国会中継を見ている。加えて，「仕事か

らくる自信」がある。「関係を持つことの喜び」では，人々との関わりが喜びとなって，

生きる原動力につながっている。さらに，「ささやかな周囲への貢献」がある。子ど
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もや孫へシマの伝統をつなげるなど，自分にできるささやかな貢献行為がある。超高

齢者の社会的な行為への指向性は強く，それは逆に，超高齢期を生き生きと暮らす上

で重要な要素となっている。

　一方でネガティブな語りがある。「身体に起因する語り」であり，「同年代がいない

という孤独」である。80歳代後半から90歳代に進むにしたがって強くなる。しかし，

身体状態や寂しさにこだわって消極的傾向になるということでなく，社会的なつなが

りを拓くという積極性が見られる。その形成基盤を以下に解明する。

図 ４　全体図

出典：冨澤公子『幸福な老いを生きる――長寿と生涯発達を支える奄美の地域力』水曜社，
192頁，2021年
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②　形成基盤

1 ）家族や周囲との絆を感じている

　シマにおける自立生活を支えているものに，「家族や周囲との絆を感じている」環

境がある。一人暮らしでも安心して長生きできる環境である。奄美の近隣環境は，超

高齢者に対し支援しようとする姿勢が特徴である。そこには，長年の近所づきあいか

らくる「差し上げる・頂く」互助の関係が自然に形成されている。超高齢者の言葉は，

子や孫，近隣の支援に対する感謝の言葉で溢れ，相互の信頼関係が超高齢者たちを生

き生きとさせている。

2 ）奄美の自然との一体感

　加えて，「畑がある」。畑は働く場となり，ささやかながら実りをもたらしてくれる。

収穫物を子どもや孫，近所の人に配れる。喜ばれることによって，普段の受け身的な

立場から，役に立っているという逆転した立場になれる。畑は超高齢者に能動的な感

覚をもたらす存在である。

3 ）自然の恐さ

　一方で，ハブ（毒蛇），台風，珊瑚礁という「自然の恐さ」が身近に潜んでいる。「田

舎で一番恐いのはハブ，何もしなくても向かってきますよ」という語りがある。「珊

瑚礁の上を歩くと転んだりして危険だからね。ゴツゴツしていてね」という語りになっ

ていく。超高齢者は長い生活史の中で自然の優しさとそこに潜む自然の恐さを知って

いる。それを含めて奄美の自然と共存している。

4 ）形成因子：戦争から得た知

　超高齢者は戦争体験世代である。現在の生き方には「戦争から得た知」が人格基盤

を形成している。「一番辛かったのは戦前・終戦直後」「ここの砲弾がすごかった。危

ないから移ったら今さっき居た場所に落ちた」という語りがある。ある男性は自分が

生き残っているのは奇跡に近く，「それをここの言葉で生き扶
フ

（富）というのです。

扶
フ

は運と言うことです」と感慨込めて語った。

　超高齢期は喪失，危機，悲しみ，痛み，喜びなどさまざまなライフイベントを体験

し，ローカルな知が形成され，それぞれの精神世界につながっていく。

③　精神世界の次元：老年的超越

　超高齢者が到達していく精神世界はさまざまな社会的・個人的危機により深まって

いく。戦争は最大の社会属性的危機であり，超高齢者は死を見つめた世代でもある。

また，精神世界は日々の営みと連関し，100歳以下の超高齢者にとって『目標は100歳』

という現実的な生の目標が促進され，『老年的超越』が形成されていく。語りからは
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3 つの次元が現れた。

1 ）自我超越

　老年的超越の次元の 1 つには《自我超越》がある。苦労して頑張ってきた生活は，

歳を重ねる中で親からの影響がその根っこを形成していることに気づかされる。緩や

かな時間の流れの中で，親と自己の対話が深まり，親への再定義がなされる。

2 ）執着の超越

　 2 つ目の次元には，物質的なものからの《執着の超越》がある。超高齢期にも物や

お金は欠かせぬ存在として執着はあるものの，同時に執着からの距離感もある《大ら

かな適応》である。「経済的にもいいし，今の年寄りなんか年金はもらえるしね。あ

りがたいと思いますよ」という語りがある。

3 ）宇宙的超越

　 3 つ目の次元には，時間や場所の再定義をもたらす《宇宙的超越》がある。101歳

と暮らす家族は，「たまに亡くなった人や遠くにいる人の名前を呼んで，会いたい，

話がしたい，とか言っています」と，現在と過去の境界や空間を超えた言動がある。

しかし家族は認知症ではないとはっきり言う。一方で，「生かされている感じ？　フ

フないわ。長生きはご先祖様のおかげ」「信仰は仏壇だけ，他には何も。それだけ拝

んでいればいいと思っています」。「（信仰）特にない。先祖は守っているよ。お墓に

は 1 日と15日参るの」。先祖とともに生きているという語りが多くあった。

④　語りのまとめ

　奄美の超高齢者の語りからは， 3 階層からなる老年的超越の形成モデルが示され，

老年的超越理論を実証する結果となった。超高齢期の老年的超越は，長い人生途上の

歓び・悲しみ，幾多の危機をのり超えてきた生の営みから編み出された，加齢ととも

に深まる知・情・意における成熟とも解釈される。

　また，老いや死を間近に感じる有限な生の中で，先祖や今は亡き人々とつながり，

一方で子どもや孫とのつながりに未来を託していく。老年的超越は，人生の終盤になっ

て生きることの意味を問う時間が深まる洞察の証であり，老いの力量とも示唆される。

それらがスピリチュアルな発達を促し，周囲への感謝と幸福感を高め，超高齢期のサ

クセスフル・エイジングを形成していくという連関である。

　奄美の超高齢者の精神世界は，さまざまな悦びや危機，脅威と対峙しながら加齢と

ともに超越的度合いを深め，老年的超越へ到達していくプロセスへ導かれていく。

21）
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＜研究 4＞　奄美のシマの紐帯環境：
　　　　　　集落区長アンケート調査

4）－7）

5

❶ 	調査方法等	 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●

対象者：奄美12市町村の全集落（373）の区長を対象に実施（回答率56．3％）。

調査期間：2017年 5 月26日～ 6 月20日

倫理的配慮等：筆者の所属する機関の承認を得て実施した。

❷ 	結果	●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

①　奄美のシマの「自立志向を基礎とした紐帯」

　自然環境や結いの習慣，人々のつながり・きずななど12項目を集落の「紐帯」の指

標として， 4 件法で回答を求めた（図 ５）。

図 ５　紐帯状況

出典：冨澤公子『幸福な老いを生きる――長寿と生涯発達を支える奄美の地域力』水曜社，156頁，2021年
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　あてはまる（かなり・比較的）の上位には，「公民館は身近な集まりの場」「昔から

知っている人が多い」「絆，結いなど地域のつながり」「収穫した野菜などのやり取り

の習慣」などの紐帯の強さが示された。それらに続いて，「公共交通機関の利用」「祭

りなどの集まる機会」「高齢者の活動」「昔ながらの自然」の中で，Ｕ・Ｉターンの若

者の姿がある。特に 9 割を超えて「公民館は身近か」と回答していることは，シマの

自治や情報を密接に交流でき，人々の紐帯を強固にしている要因と見ることができる。

②　共同・年中行事

　共同行事では多い順に「清掃・草刈活動」「墓地管理」「防火訓練」で，多くのシマ

で環境保全や自治防災などの活動が行われている状況がうかがえる。年中・伝統行事

では，「学校職員の歓送迎会」「文化祭などの学校行事」の学校関連行事が上位を占め，

「祭り・豊年祭」と続いている。特に，学校行事がシマの年中行事に占める割合の大

きさや多様な行事の開催は，教育環境をシマの総意として支えていることがうかがえ

る（図 6）。

③　伝統と習慣の継承

　伝統と習慣の継承について 7 項目で尋ね，「あてはまる」の高い順では，「冠婚葬祭

図 6　共同・年中行事

出典：冨澤公子『幸福な老いを生きる――長寿と生涯発達を支える奄美の地域力』水曜社，158頁，2021年
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に参加する習慣」89．9％，「祭りや年中行事に取り組む習慣」85. 4 ％，「伝統行事や

祭りの参加者が多い」76．2％などとなり，「外に出た人も祭りに帰る」は 4 割を超え

るなど，高い状況にあった（図 7）。

④　老人クラブ加入率

　老人クラブ加入率は，老人クラブのない（ 0 ％）シマと全員が加入している（100％）

のシマがともに同じ程度で存在している。平均の老人クラブ加入率は53. 3 ％で，中

央値は50％であった（図 8）。老人クラブの加入率は，全国的には年々減少し20％を

下回っているが，奄美では高い状況にあった。

⑤　社会関係資本

　社会関係資本は，信頼，互助，地域力などの 6 項目で尋ねた。図 9は，「あてはまる」

と回答した人の割合を上位から示したもので，「挨拶を交わす」96．8％，「集落の人は

図 7　伝統と習慣の継承状況
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図 8　老人クラブ加入率の状況
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信頼できる」92．5％，「一緒に活動している」87．8％，「助ければその人から助けても

らえる」86．0％，「困った人には手助けする」85．0％で，いずれも80%を超える状況

にあった。

⑥　敬老と高齢者の評価

　敬老と高齢者の評価を 5 項目で尋ね，「あてはまる」の高い順に示したのが図10で

ある。「長寿を喜ぶ習慣がある」91．3％，「集落の高齢者の生活は楽になっている」

90．0％で，すべての項目で 7 割を超え，敬老と高齢者の評価は高い状況にあった。

⑦　長寿の地域要因：経済資本に依存しない奄美の豊かさ

　健康長寿の地域要因について尋ねると，上位から「自然環境」「交流がある」「馴染

みの人が多い」「親を大切にする」「年中行事」などが続いた。これらは，自然資本（自

図10　敬老と高齢者の評価

出典：冨澤公子『幸福な老いを生きる――長寿と生涯発達を支える奄美の地域力』水曜社，161頁，2021年
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５４．３５４．３

５２．７５２．７

５２．７５２．７

３６．９３６．９

３３．５３３．５

３３．３３３．３

３２．３３２．３

１８．９１８．９ ５１．９５１．９

５８．３５８．３ ３８．５３８．５

５５．６５５．６

お互いに挨拶を交わしている

集落の人は信頼できる

環境美化に一緒に活動している

人を助ければ助けてもらえる

困っている人がいたら手助ける

生活面で協力しあっている

３．２

６．４

２．７

２．７
２６．５

１２．９

９．６

１．１

１．１

０．８

比較的あてはまるかなりあてはまる 全くあてはまらないあまりあてはまらない

１４．０



第 １編　研究発表

— 53 —

然・食べ物），社会関係資本（交流・馴染み），文化資本（祭り・伝統行事）であり，

経済資本で測れない奄美のシマの豊かさがうかがえた（図11）。

⑧　統計的検定から見る高齢者の存在感

　シマの紐帯と高齢者に関連する項目をカイ二乗検定した結果は次のとおりである。

❶�　シマの紐帯：紐帯の強いシマの高齢者評価は高く，紐帯の弱いシマの高齢者評価

は低い（p<0．001）。

❷�　老人クラブ加入率：紐帯の強いシマの老人クラブ加入率は高く，紐帯の弱いシマ

の加入率は低い（p<0．001）。

❸�　伝統や習慣の継承：健康長寿者の多さと伝統と習慣の継承は有意に関連している

（p<0．001）。

❹�　社会関係資本：老人クラブ加入率と社会関係資本は有意に関連している

（p<0．05）。

　以上のことから，老人クラブの活動が地域に貢献している実態やシマの紐帯や伝統

文化を推進する原動力となっていること，コミュニティと高齢者のきずながシマの発

展に寄与していることなどが明らかにされた。

図11　健康長寿の地域要因

出典：冨澤公子『幸福な老いを生きる――長寿と生涯発達を支える奄美の地域力』水曜社，162頁，2021年
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まとめ：奄美からの発信6
❶ 	コミュニティのつながりこそ老いを輝かせる	●●●●●●

　安心して長生きできる地域づくりには，その地が歩んできた歴史や地域固有の自然，

すなわち自然資本・文化資本，社会関係資本に着目することの重要性が示された。奄

美の事例から振り返ると，奄美では第二次世界大戦後の苦難の体験，厳しい抑圧や弾

圧，台風などの災害の影を背負いながらも，地域の伝統文化を守り産業や生活を創造

的に発展させる地道な努力を重ねてきた。これらの努力は，戦後の民主主義，社会保

障制度などの法体制の下で開花し，個と共同のバランスのとれたコミュニティの場が

構築されてきた。

　福原義春は，「『場』には地域固有の歴史があり，伝統や習慣に裏打ちされた文化が

ある。そして，その地域の固有の文化には，それぞれの地域の人々を動かす『場所の

意思』というべき力を持っている」と論じている。これらを奄美のシマで応答すれば，

奄美の歴史や伝統，習慣や信仰などを含めて構築された奄美のシマという「場」と「場

の意思」が，シマの人々の長寿と幸福な老いの要因となっているということ。この事

実を発見できる。

　歴史や辛酸な生活から形成された人々の精神性が固有の文化を開花させ，暮らしの

基盤に結いを強める「場」を形成し，「場の意思」が超高齢者の喪失感や脆弱さを超

えて，「目標は100歳」と長生きと幸福感の形成に寄与しているとの発見であった。

　おわりに　　　　　　
　本稿では奄美の事例を紹介してきたが，筆者は長寿地域である京都府京丹後市にお

いても奄美と同様のインタビュー調査（超高齢者・同居百寿者の家族）やアンケート

調査（集落区長）を実施してきた。明らかにされたことは，集落共同体を基盤に，祭

りや伝統・年中行事が継承され，区長は60・70歳代が中心で，老人クラブはその推進

役として，つながりやきずな，社会関係資本の豊かなコミュニティの形成である。超

高齢者の語りの分析からはコア概念として「子らとつながる幸せ」が導かれた。三世

帯同居が多い地域で，馴染みの関係の中で自立した生活ができることが，長寿の地域

要因や支援要因として浮かび上がってきた。

　加えて今年度，京都市の中心地である下京区の学区自治会関係者（230人，回答率

22）

23），24）
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68．3％）にアンケート調査を行った。明らかにされたことは，自治会を担っているの

は70・80歳代の後期高齢者が中心であり，自治会館は身近な集まりの場で，地域のつ

ながりなど濃密なコミュニティが形成されていた。その要因として，定住性や利便性

に加え，祇園祭に代表される祭りや伝統行事が多く継承され，伝統を受け継いだ自治

の基盤が強固に形成されていることであった。活動の中心には老人クラブの存在が

あった（名前は工夫され，例えば，年寿クラブ，生涯学習クラブなど）。都市部では

コミュニティが希薄化しているという一般論を覆す結果であった。

　以上から，超高齢期でも地域での活動の場や役割があれば生き生きとした暮らしが

継続できる。そのようなコミュニティでは若い世代との交流の場があり，超高齢者は

培った人生経験やノウハウを生かし，コミュニティづくりに貢献できるということで

ある。人生100年時代は，超高齢者の潜在能力を活用することを通じて，学びあい，

育ちあってともに生きる，老いが輝く幸福社会が到来する。ここに，日本社会の希望

を見出すことができる。

【注】

　本稿は，名古屋学院大学大学院で学位（経営学）を授与された博士論文『奄美のシマ（集落）に

みる文化資本を活かした地域経営――長寿と人間発達を支える伝統と協働のダイナミズム』を，『幸

福な老いを生きる――長寿と生涯発達を支える奄美の地域力』として水曜社（2021年）から公刊し，

またその普及版として『長生きがしあわせな島〈奄美〉DVD付』をかもがわ出版（2020年）から出

版した内容から引用し構成した。
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　はじめに　　　　　　　
　加齢に伴い，私たちはさまざまな身体機能の変化を経験する。筋力の低下によりペッ

トボトルのふたを取ることや，青信号の間に横断歩道を渡ることなど，これまで何気

なく行っていたことが難しくなってくる。視聴覚機能の低下により，細かい字が見づ

らくなったり高い音が聞こえなくなったりする。では心の側面，特に知的な能力はど

うだろうか。歳を重ねるとやはり，「若い頃と比べて，頭の回転が鈍くなった」「なか

なか人の名前を思い出せなくなった」などと，認知機能の低下を実感することが増え

る。加齢は私たちにとって，ある意味，シビアである。

　しかしながら，生涯学習の講座や放送大学などでは，中高年者が生き生きと学習し

ている。その多くは「自由に過ごせる時間ができたので，前から興味があることを勉

強したい」として，知識を深めたりディスカッションしたり，新しいことを学んだり

している。地域に目を向けると，仕事からのリタイアや子育て後の高齢者が，子ども

たちの見守りや，自治体をより良くするための活動を積極的に行っている。さらに，

文学，芸術，政治などのさまざまな分野では，若い頃よりもむしろ高齢になってから，

人生における最大の成果を残すことも多い。日本全図の完成に向けて指揮をとった伊

能忠敬氏が全国の測量を始めたのは55歳の時であった。最近では，80歳代になってス

マートフォンのアプリを開発した世界最高齢プログラマーとして，若宮正子氏が注目

されている。

　このことを裏付けるように，近年の心理学の研究は，人生のさまざまな経験を通じ

て蓄積してきた知的な能力は，高齢になっても維持したり，成熟させたりすることが

十分に可能であることを示している。本稿では知能の加齢変化に関する研究を概観し，

よりポジティブな視点から中年から高齢期にかけての知的な能力のありようについて

5 　中高年期の知能の加齢
変化とその関連要因

　　―加齢に伴い成熟する能力とは―
西田　裕紀子
＜国立長寿医療研究センター老年学・社会科学研究センター副部長＞
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見ていきたい。

結晶性知能と流動性知能1
　私たちは，日々，さまざまな問題に対応しながら生活している。例えば，「買い物

をする」「食事を作る」「ATMを用いて出金する」「車を運転する」「病院を受診する」

「旅先でパスポートを扱う」「後進を指導する」「子どもたちの安全を守る」等。この

ような日常の行動を支える知的な能力を総じて「知能（intelligence）」という。心理

学において，知能とは「目的に合うように行動し，合理的に考え，まわりの環境に効

果的に働きかけて，問題を解決していく能力」と定義される。すなわち，知能は人生

において直面するさまざまな環境や問題を効果的に処理していくための能力であり，

複数の下位側面から構成されると考えられている（図 1）。

　加齢と知能の関連について考える際，知能の最も重要な分類は，ホーンとキャッテ

ル が 提 唱 し た「 流 動 性 知 能（fluid intelligence）」 と「 結 晶 性 知 能（crystallized 

intelligence）」の区分である（図 1）。流動性知能は，環境に適応するために新しい

情報を獲得し，それをぱっと処理したり操作したりする能力であり，直感力，法則を

発見する能力，処理のスピードなどを指す。一方，結晶性知能は，生涯全体にわたる

教育，経験，学習などから獲得していく能力であり，言語能力，理解力，洞察力，批

評能力，社会適応力などを含む。なお，図 1に示すように，流動性知能と結晶性知能

の両方に関わる能力もある。例えば，計算能力について，新しい計算方法を学んだり

すばやく計算したりすることは流動性知能と関連するが，教育や学習によって獲得さ

れた計算をする能力そのものは結晶性知能と関連すると考えられる。

1）

3）

図 1　知能を構成するさまざまな能力
2）
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　ホーンとキャッテルは，これらの流動性知能と結晶性知能について，図 2のような

加齢変化の違いを示した。流動性知能は10歳代後半から20歳代前半にかけて向上し

ピークを迎えた後は，脳機能の衰えの影響を受けて低下する傾向がある。一方，重要

なことに，生涯にわたる教育，経験，学習などにより成熟していく結晶性知能は，成

人期以降も向上し，高齢になっても維持される。先に述べたように，結晶性知能は，

言語能力，理解力，批評能力，社会適応力，コミュニケーション力など，それまでの

人生経験が反映される知的な能力であり，人間らしい豊かな社会生活を営むための重

要な能力の総体である。この結晶性知能が中高年期以降も向上するという加齢変化の

軌跡は，延伸した人生後半期の過ごし方を考える上で有意義であろう。

結晶性知能は生涯にわたり維持できる：
研究データの紹介

2

　知的な能力の加齢変化について，具体的な研究データを紹介しよう。ソルトハウ

スは，新聞広告に応募してきた1，000名以上の中高年者を対象として，「語彙」「処理

速度」「推論」「記憶」の 4 つの検査を施行し，各検査得点の年代差を検討した。その

結果，結晶性知能にあたる「語彙」は，60歳頃まで上昇し，その後もほとんど低下し

ないこと，一方，流動性知能の指標となる「処理速度」「推論」や「記憶」は，加齢

に伴って直線的に低下することを示した（図 3）。これらの結果は，「結晶性知能は維

持されやすく，流動性知能は加齢にともなって低下していく」というホーンとキャッ

テルが示す加齢変化パターンと類似するといえよう。着目するべきは，豊かな知識力

を反映するともいえる語彙の能力は，学校教育後の20歳頃から高齢期を迎えるまで，

4）

図 2　結晶性知能と流動性知能の加齢変化
3）
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さまざまな経験を通じて一貫して向上しており，高齢期になっても高く維持されてい

るというポジティブな加齢の様相である。

　さらに興味深いことに，ソルトハウスは，上述の研究結果において流動性知能にあ

たる多くの知能検査得点が低下することに関して，ポジティブで示唆に富んだ考察を

している。彼は，「多くの知的な能力の得点が低下するにもかかわらず，多くの人で

はその影響が日常生活に及んでいない」とし､ その理由を次のように述べた。

　（1）研究で使用される知能検査は，（握力検査などと同じように）知的な能力の最大

のレベルを測定する。しかしながら，日常では，このような最大レベルの機能が求め

られる状況はほとんどない（そうならば，日常生活はあまりにもストレスフルである）。

（2）私たちが日常生活で行っていることの多くは，過去の行動に若干変更を加えるだ

けのものである。したがって，過去に蓄積してきた経験や知識（結晶性知能）があれ

ば，新しい問題を解決する能力（流動性知能）はあまり必要ない。（3）知能のみが生

活行動の成功を決める唯一の要素ではない。ある種の要因（誠実さや人との関わりに

おける調和性など）が加齢とともに向上して，知能の年齢による衰えを補っている可

能性がある。（4）多くの人は行動パターンを加齢による機能の低下にふさわしいもの

に変化させており，その調整や適応により，知的な能力の影響は少なくなる。

　なお，上述のソルトハウスは横断研究（年齢の異なる集団に対して調査を行い，各

年齢群を比較）を用いているが，シャイエとその研究チームは，横断研究と縦断研究
5）

図 3　知能と加齢（横断研究）
4）
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（同一の対象者を継続的に追跡し，その変化を検討）を組み合わせる系列法を用いた

「シアトル縦断研究」において，結晶性知能のみならず，流動性知能もまた，55～60

歳頃まで高く維持されることを報告している。

高齢になっても豊かな知能を維持するために3
　ここまで述べてきた知能の加齢変化は，平均的な軌跡である。しかしながら，多様

な人生経験から獲得される結晶性知能のありようには，大きな個人差が存在すること

が分かっている。また，流動性知能も，ある年齢から一斉に低下が始まったり，誰も

が同じような低下の仕方を経験したりするわけではなく，やはりその加齢変化には，

個人の経験的な要因が大きく影響していることが分かっている。ここでは，高齢期の

知能の加齢変化にポジティブに影響する心理的な特性について検討する。

❶ 	経験への開放性（知的好奇心）が高いこと	●●●●●●●

　パーソナリティの １ つである「経験への開放性」の高さ（新しい経験に開かれてい

て，好奇心が高いという心理特性）が，高齢期における結晶性知能を高く保つことと

関連することが報告されている。すなわち，日々，好奇心を高く暮らすことは，知能

を高く保つために効果的である。以下に １ つの研究を示す。
6）

図 4　知能と加齢（系列法）
5）
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　国立長寿医療研究センターでは，日本人の加齢のプロセスや，老化・老年病の要因

を解明することを目的とした「国立長寿医療研究センター・老化に関する長期縦断疫

学研究（NILS-LSA）」を実施している。NILS-LSAの 2 年間隔の縦断データを用いて，

「経験への開放性」が知能の変化とどのように関係するかを検討した。解析対象者は

40～82歳の2，205名であり，｢経験への開放性｣ の高さは12の質問項目（日本語版

NEO-FFI）によって評価した。知能の評価にはウェクスラー成人知能検査改訂版簡

易実施法（WAIS-R-SF）を用い，結晶性知能の指標である ｢知識力｣ 検査や，流動

性知能の指標である ｢情報処理スピード｣ 検査により，約10年間にわたって繰り返し

測定した。

　共変量を調整した線形混合モデルを用いた分析を行った結果，年齢に関係なく，

「経験への開放性｣ の高い人は低い人に比べて，知能が高かった。すなわち，好奇心

が強くて，新しい経験に挑戦することが好きな人は，知的な能力も高い傾向があった。

さらに重要な発見は，高齢の方ほど，｢経験への開放性｣ という心のもちようが，そ

の後10年間の知能の変化に好ましい影響を与えていたことである。図 ５に，75歳を想

定した時の，｢経験への開放性｣ と結晶性知能の指標である ｢知識力｣ の変化との関

係を示す。｢経験への開放性｣ が高い場合，ベースラインの ｢知識力｣ の得点が高い

だけでなく，10年後，85歳になってもなお，高得点を維持することができる。しかし

図 ５　｢経験への開放性｣ と，結晶性知能の10年間の変化
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ながら，｢経験への開放性｣ が低い場合は，ベースラインの ｢知識力｣ の得点が低く，

10年後には，さらに得点が低下する。

　高齢期の知能の中でも，特に結晶性知能の重要性は多く指摘されている。例えば，

高齢期には，高い結晶性知能を維持することにより，流動性知能などその他の知能の

側面の低下が補われる。また，認知症の発症予防には，結晶性知能を十分に維持する

ことが重要である。したがって，好奇心を高く過ごし，結晶性知能を高く保つことは，

高齢期の知能全体をよりよく維持することにもつながると考えられる。

　仕事からの引退や子どもの自立などの移行期的なライフイベントを新しい経験に挑

戦するきっかけとして捉えることや，好奇心を持って取り組むことのできる活動をみ

つけること，さまざまな新しい情報や考え方を取り入れてみることなどにより，高齢

になっても開放性を高く発達させることが可能である。日々の生活において，散歩し

ながら草花を調べたり，めずらしい野菜作りに挑戦したり，住んでいる土地の歴史を

調べてみるなど，高齢になってこそ，好奇心旺盛に過ごし，興味や関心を広げたり深

めたりすることが，結晶性知能，さらには知的な能力全体をより良く保つことにつな

がりそうである。

❷ 	抑うつを予防すること	 ●●●●●●●●●●●●●●

　NILS-LSAでは，抑うつの状態がある場合に，結晶性知能や流動性知能の低下がよ

り進行することも明らかになっている。一般的に，高齢期には，家族や親しい知人と

の死別や，社会的活動からの引退，身体的疾患などを経験することが多く，抑うつ状

態になりやすい。しかしながら，周囲からの十分な支えやソーシャルサポートがあれ

ば，あるいは，若い頃からの心の準備があれば，そのような状況に直面しても抑うつ

状態に至らず，知能の低下を予防することができるかもしれない。

　高橋は，高齢期の抑うつを予防するためには，若い頃から，（1）多様性のある生き

方をする，（2）孤立しない人間関係を形成するとともに，自分だけの時間も大切にする，

（3）あいまいさに耐える能力を身に付ける，（4）必要な支えを他の人に求める態度を持

つ，（5）過去にこだわりすぎず，「いま，ここで」の発想を大切にする，などが重要で

あると指摘している。

❸ 	人生の目標を持つこと	 ●●●●●●●●●●●●●●

　人生における目標を持つことが，豊かな知能と関わることが報告されている。最後

に，興味深い研究を紹介しよう。ボイルたちのグループは，約250人の高齢者を対象

7）

8）

9）
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として知的な能力や心理的な特性などを検査し，彼らが亡くなった後に脳を解剖して

脳内の病理を調べるという大規模な研究を行った。その結果から，高齢になっても

「しっかりと生きる目標を持っていた」人は，脳内で認知症の神経病理学的な兆候が

進行していても，実際の生活の場面においては知的な能力を高く維持できていたこと

を報告している（図 ６）。

　認知症にならずとも，一般的に加齢に伴って，脳が萎縮したり，認知症の特徴であ

るアミロイドたんぱくの沈着が生じたりすることが分かっている。一方，年を重ねて

もなお，何らかの目標を持ちつづけて積極的な生き方をすることは，おそらく，より

強くて効率的な神経システムを作り上げる。ボイルたちは，そのことが脳に生じる神

経病理に対抗する強さになるのではないかと考察している。「人生の目標を持つ」と

いう心のありようが，脳の生理的な機能の低下を補うというこの結果は，身体的な加

齢を自分自身でマネージメントして，豊かな知能を維持できる可能性を示唆するもの

とも考えられる。

　さいごに　　　　
　日本全国の老化に関する研究を統合した「長寿コホートの総合的研究（ILSA-J）」

では，日本の高齢者の若返り現象，すなわち，認知機能を含む心身の機能が以前と比

図 ６　人生の目標と知的能力
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べて向上していることを報告している。すなわち，日本人の平均寿命は単に延伸して

いるだけでなく，健康的に歳を重ねる人が増えており，高齢者がより，ポジティブな

加齢の様相を示す時代といえる。私たちが高齢期をどう過ごすかについて展望する際

には，加齢に伴い成熟する能力にも目を向け，加齢とともにより良く生きることを考

えていくことが重要である。
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調査の目的と方法1
❶ 	目的	●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　本調査は，全国47都道府県の明るい長寿社会づくり推進機構（以下「推進機構」と

いう）で構成する全国明るい長寿社会づくり推進機構連絡協議会（以下「全推連」と

いう）が，全国レベルでねんりんピック選手を対象にアンケート調査を行い，次のこ

とを明らかにすることを目的に実施した。

①ねんりんピック参加選手の社会参加の実態と意向

②ねんりんピック参加選手の就労の実態と意向

③その他ねんりんピック参加選手の特徴

　なお，本調査は令和元年度に実施した第 1 回調査に続いて ２ 回目の調査である。

・第 1 回調査：２019年度（令和元年度）

　　　　　　　第3２回全国健康福祉祭和歌山大会参加選手

・第 ２ 回調査：２0２２年度（令和 4 年度，本調査）

　　　　　　　第34回全国健康福祉祭神奈川・横浜・川崎・相模原大会参加選手

❷ 	調査の方法	 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●

①　アンケート票の配付

　全推連事務局（長寿社会開発センター）が，アンケート票と返信用封筒を印刷し，

返信用封筒にアンケート票を封入した上で，各推進機構に必要数を送付した。

・送付時期：令和 4 年 8 月31日

1 　全国健康福祉祭（ねんりんピック）
参加選手の社会参加の現状について

　　―ねんりんピックかながわ2022参加選手に対するアンケート調査結果より―

薬師寺　清幸
＜一般財団法人長寿社会開発センター企画振興部長＞
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・送付票数：7，09２票（令和 4 年 8 月 3 日時点の登録選手数）

・配付方法：�各推進機構において，選手団への説明会や資料送付の機会，大会期間中

などにアンケート票を配付していただいた。

②　アンケート票の回収

　選手個人ごとに返信用封筒により全推連事務局宛に返送していただいた。

・返送締切：令和 4 年1２月10日（実際には令和 5 年 1 月 6 日受領分まで集計した）

・有効票数：3，２51票

調査の結果2
❶ 	回答者の属性	 ●●●●●●●●●●●●●●●●●

①　年齢

①ねんりんピック選手は60歳代が過半数，年齢は上昇傾向

　ねんりんピック選手の年齢構成をみると，60歳代が最も多く２0２２年においては全体

の5２．7％，２019年においては全体の53．7％を占める。70歳代を加えると２0２２年では全

体の91．7％，２019年では全体の9２．3％を占める。80歳代以上は２0２２年が8．２％，２019

年が7．7％と少ない。２0２２年と２019年を比較すると，年齢の上昇傾向がうかがわれる。

②チーム競技のサッカー等，新種目のサーフィンなどは60歳代が中心

　種目別の年齢構成にはばらつきがある。60歳代が最も多い種目はサーフィンの

94．4％である。サーフィンは本年度初めて採用されたもので，運動量が多い種目であ

る。また，60歳以上であること以外に年齢制限は設けられていない。次いで，サッカー

（91．1％），剣道（73．２%），ソフトバレーボール（7２．２％），軟式野球（71．3％）が

70％を超えている。剣道を除いて，いずれもチーム競技で運動量が比較的多く，年齢

図 １　ねんりんピック選手の年齢構成

（注）年齢不明を除く。２0２２年N=3，２２9，２019年N=3，386

2022年

2019年

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

52.7

53.7

39.0

38.6

8.1

7.6

0.1

0.1

60歳代 70歳代 80歳代 90歳代



— 70 —

制限も設けられていない種目である。なお，剣道は選手 5 人のうち，65歳以上が 1 人

以上，70歳以上が 1 人以上とされている。

③グラウンド・ゴルフ等のゴルフ系種目，ゲートボール，ペタンク，健康マージャン，

囲碁は80歳代も多数

　80歳代以上の構成比は全種目合計で8．２％にとどまるが，一部に80歳代以上が多い

種目もある。グラウンド・ゴルフ（２8．0％），ゲートボール（２5．9％），ペタンク（２4．

7％），パークゴルフ（２3．3％），健康マージャン（２1．7％），囲碁（２1．7％），ターゲッ

ト・バードゴルフ（２1．２％），は80歳代以上が２0％以上を占めている。このほか，ウォー

クラリー（18．7％），水泳（15．7％），スポーツウエルネス吹矢（11．9％）も80歳代が

多く10％以上となっている。これらは，高齢者が個人でも比較的参加しやすい種目と

考えられる。ただし，競技人口自体の高齢化の影響も考えられる。なお，以上のうち，

グラウンド・ゴルフ，パークゴルフ，健康マージャン，囲碁，ターゲット・バードゴ

ルフ，ウォークラリー，スポーツウエルネス吹矢は年齢制限が設けられていない。ゲー

トボールは選手 5 人のうち 1 人が70歳以上であること，ペタンクは選手 3 人のうち 1

人が70歳以上とされている。水泳は 5 歳階級で年齢が区分されている。

②　性別

①ねんりんピック選手は概ね男性が ２ / 3 ，女性が 1 / 3

　ねんりんピック選手の性別は，男性が２0２２年においては69．7％，２019年においては

67．9％と概ね ２ / 3 を占めている。

②なぎなた，太極拳は女性が中心

　全体では男性が69．7％を占める中で，女性が多数を占める種目もある。女性の比率

が50％を超える種目は，なぎなた，太極拳，ウォークラリー，ダンススポーツ，ソフ

トテニス，インディアカ，ソフトバレーボールである。特に，もともと男性の参加が

制限されているなぎなた（95．7％），参加制限はないものの女性の競技人口が多い太

極拳（83．1％）は女性の比率が高い。太極拳，ウォークラリーは男女の参加制限がな

く，男女の区別なく参加しやすい種目と考えられる。ソフトテニス，ソフトバレーボー

ルは男女の人数が決められており，参加制限を設けることによって，男女がともに参

加しやすい種目と考えられる。インディアカは試合方法として「男女混合」のほか「女

子の部」が設けられている。

③ソフトボール，ラグビーフットボール，サッカー，軟式野球等のチーム競技は男性

が中心

　ほぼ全員が男性の種目は，ソフトボール，ラグビーフットボール，サッカー，軟式
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野球，剣道，ゴルフ，将棋，サーフィンである。このうち，ソフトボールは参加条件

が男性のみである。ラグビーフットボール，サッカー，軟式野球，剣道は性別の制限

はないものの，男女が同一のチームとして競技するのは難しい種目である。ゴルフ，

将棋は参加条件に男女の区分がなく，かつ表彰でも男女の区分がない種目である。サー

フィンは参加条件に男女の区分がないが，表彰は男女の区分がある種目である。

❷ 	社会参加活動の現状	●●●●●●●●●●●●●●●

①　就労の状況

①ねんりんピック選手の約 6 割が就労，約 5 割は毎週就労

　ねんりんピック選手の約 6 割（２0２２年64．0％，２019年59．6％）が収入を伴う仕事に

ついている。働く日数は様々で，２0２２年において「週に 5 日以上」が２8．0％，「週に

3 ～ 4 日」が15．9％，「週に 1 ～ ２ 日」が9．1％となっている。すなわち，毎週 1 日以

上働く方が約半数（53．0％）となっている。２019年と２0２２年を比較すると，ねんりん

ピック選手においても就労者の比率の増加がうかがえる。特に，「週 5 日以上」の増

加傾向が大きい（２019年２4．7％，２0２２年２8．0％）。すなわち，ねんりんピック選手は

概ね 4 人に 1 人は週 5 日勤務しており，ねんりんピックに参加するためには休暇取得

が必要な方で，その割合は増加傾向にある。

②60歳代の 5 割弱が週 5 日就労

　年齢別にみると，年齢があがるほど就労日数が減少する。「週に 5 日以上」働く者

の割合は，60歳代では45．3％であるが，70歳代では9．8％，80歳代では4．6％と減少し，

90歳代は 0 ％であった。

③60歳代において週 5 日就労の増加が顕著

　60歳代について２019年と２0２２年の就労状況を比較すると，「週に 5 日以上」が37．7％

図 2　ねんりんピック選手の就労の状況

（注）就労状況不明を除く。２0２２年N=3，164，２019年N=3，366
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から45．3％に増加し，「就労していない」が２5．7％から19．２％に減少している。すな

わち，ねんりんピック参加選手の半数以上を占める60歳代において「週に 5 日以上」

働く人が増え，ねんりんピックに参加するためには休暇取得が必要な方が増えてきて

いる。

②　スポーツや文化活動への参加状況

①ねんりんピック選手の約 8 割が毎週何らかの趣味活動に参加

　ねんりんピック選手は予選会を勝ち抜いた方や競技団体等から推薦を受けた方々

で，日頃からスポーツや文化活動に積極的に取り組んでいる方々である。何らかのス

ポーツ・文化活動への参加頻度を聞いたところ，２0２２年において「週に 5 日以上」が

11．7％，「週に 3 ～ 4 日」が3２．9％，「週に 1 ～ ２ 日」が37．5％となっている。すなわ

ち，毎週何らかのスポーツ・文化活動に参加している方が約 8 割（8２．1％）となって

いる。２019年も概ね同様である。

②ねんりんピック選手は80歳代になっても積極的に活動を継続

　年齢別にみると，「週に 1 回以上」参加する方の割合は，60歳代（8２．5％），70歳代

（8２．5％），80歳代（76．9％）で大きな違いはない。しかし，「週に 5 日以上」「週に

図 ３　60歳代の就労状況
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図 4　スポーツ・文化活動への参加状況

（注）参加状況不明を除く。２0２２年N=3，２34，２019年N=3，377
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3 ～ 4 日以上」参加する方は，60歳代（38．6％）よりも，70歳代（50．6％），80歳代（53．4％）

が多くなっている。

③現在の就労状況によらず，スポーツ・文化活動に積極参加

　ねんりんピック選手は現在の就労状況によらず，スポーツ・文化活動に積極的に参

加している。毎週（週 1 回以上）スポーツ・文化活動に参加する人の割合を現在の就

労状況別にみると，「週 5 日以上働いている人」78．２％に対して，「働いていない人」

84．7％となっている。就労日数が少ないほどスポーツ・文化活動への参加回数がやや

増加する傾向がみられるものの，参加者の比率に大きな差異はみられない。

③　地域活動・ボランティア活動への参加状況

①ねんりんピック選手の 4 割強が地域活動・ボランティア活動に毎月・毎週参加

　ねんりんピック選手の多くは地域活動・ボランティア活動にも取り組んでいる。

２0２２年において，毎週（週に 1 日以上）参加している方が15．0％，それ以外に毎月（月

に 1 ～ 3 日）参加している方が２8．6％，両者合計で43．6％となっている。このほか，

年に数回参加している方が34．4％となっている。その一方で２1．3％は地域活動・ボラ

ンティア活動に参加していない。

②70歳代，80歳代の参加頻度が高い

　月に 1 回以上参加している方の割合を年齢別にみると，70歳代（48．8％），80歳代

（48．7％）が60歳代（39．1％）よりも高くなっている。ただし，60歳代はほかの世代

に比べて「年に数回」も37．6％と高い。すなわち，年代別では70歳代，80歳代であっ

ても地域活動・ボランティア活動に熱心に取り組んでいること，60歳代については，

70歳代，80歳代と同様に参加の意欲は高いものの，就労などの制約から参加頻度がや

や低いと思われる。

③80歳代は活動頻度が増加の可能性

図 5　地域活動・ボランティア活動への参加状況

（注）参加状況不明を除く。２0２２年N=3，２37，２019年N=3，376
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　２019年と２0２２年を比較すると，60歳代・70歳代と80歳代で活動頻度の変化に違いが

みられる。60歳代と70歳代においては，２019年と２0２２年で活動頻度に大きな差異はな

いものの，80歳代においては，活動頻度が増加している可能性がうかがわれる。

④働いている人も働いていない人も，地域活動・ボランティア活動への参加状況に大

きな違いはない

　現在の就労状況別に地域活動・ボランティア活動の参加状況をみると，毎週・毎月

活動に参加する人の割合は，「週 5 日以上働いている人」39．7％に対して，「働いてい

ない人」40．8％と大きな差異はない。就労日数が少ないほど地域活動・ボランティア

図 6　60歳代の地域活動・ボランティア活動参加状況
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図 ７　７0歳代の地域活動・ボランティア活動参加状況
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図 ８　８0歳代の地域活動・ボランティア活動参加状況
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活動への参加者が若干増加する傾向がみられるものの，全体的には大きな差異はない。

すなわち，就労状況にかかわらず，一定の割合で地域活動・ボランティア活動に参加

していると考えられる。

❸ 	社会参加活動に対する今後の意向	 ●●●●●●●●●●

①　就労に対する意向

①ねんりんピック選手の半数以上が「今後も働き続けたい」と考えている

　ねんりんピック選手の半数以上（２0２２年54．9％，２019年50．3％）が「現在仕事をし

ており，今後もできる限り続けたい」と考えている。また，「現在仕事をしていないが，

将来的には働きたい」と考える方も 1 割弱（２0２２年7．6％，２019年9．6％）となってい

る。このように就労に対する意向は強い。一方で「現在仕事はしておらず，今後も働

く意志はない」と考える方も２0２２年37．5％，２019年40．1％を占める。

②60歳代の約 8 割が「働きたい」と考えている

　ねんりんピック選手の就労意向は全体として高いが，特に60歳代において顕著であ

る。60歳代の73．5％が「現在仕事をしており，今後もできるだけ続けたい」と考えて

おり，7．7％が「現在仕事はしていないが，将来的には働きたい」と考えている。両

者をあわせると60歳代の約 8 割が「働きたい」と考えている。60歳代よりは低下する

ものの，70歳代の37．3％，80歳代の19．7％が「現在仕事をしており，今後もできるだ

け続けたい」と考えている。

③60歳代において就労意向の増加が顕著

　60歳代について２019年と２0２２年の就労意向を比較すると，「今後も働き続けたい」

が66．3％から73．5％に増加し，「今後も働くつもりはない」が２4．5％から18．8％に減

少している。

④働き続けたい人と働く意向がない人に二極化

図 ９　60歳代の就労意向
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　現在の就労状況別にみると，現在「週に 5 日以上働いている」人の97．２％が「今後

も働き続けたい」と考えている。その一方で，現在「働いていない」人の86．1％が「今

後も働くつもりはない」と考えている。すなわち，現在働いている人の多くは今後も

働きたいと考えているが，現在働いていない人の多くは今後も働くつもりがないと考

えており，就労について二極化がみられる。

②　地域活動・ボランティア活動に対する意向

①ねんりんピック選手の約半数が「今後も続けたい」と考えている

　さらに 3 割が「今後はやってみたい」と考えている

　ねんりんピック選手の約半数（２0２２年53．5％，２019年5２．6％）が「現在活動してお

り今後も続けたい」，約 3 割（２0２２年30．6％，２019年２9．4％）が「現在活動していな

いが将来的には参加したい」と回答している。ねんりんピック選手のボランティア活

動に対する意欲は高い。

②60歳代の 1 / 3 は「今後はやってみたい」と考えている

　60歳代と70歳代を比較すると，「現在参加しており，今後も続けたい」は70歳代が

57．6％と60歳代の49．6％を上回るが，「現在参加していないが将来的には参加したい」

は60歳代が38．0％と70歳代の２3．9％を上回る。すなわち60歳代は就労などの制約から

地域活動・ボランティア活動の参加状況はやや低いものの，将来的には地域活動・ボ

ランティア活動に意欲を持つ方も多いと考えられる。

③現在活動していない人も半数は活動を求めている

　現在の活動状況別にみると，現在「活動していない」人の5２．9％が「今後は参加し

てみたい」と考えている。また，現在活動している人の多くは「今後も活動を続けた

い」と考えている。特に，活動頻度の高い人においてその傾向が強い。

④「今後は地域活動・ボランティア活動をやってみたい」と考えるのは，週 5 日以上

働いている人が最も多い

図１0　今後の地域活動・ボランティア活動の意向

（注）不明を除く。２0２２年N=3，165，２019年N=3，２98
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　現在の就労状況別に地域活動・ボランティア活動の今後の参加意向をみると，「現

在はやっていないが，今後地域活動・ボランティア活動をやってみたい」と考える人

は「現在 5 日以上」就労が40．7％と最も多い。ただし，「週に 3 ～ 4 日」働く人30．0％，

「月に 1 日くらい」働く人２0．0％，「働いていない」人２5．1％と現在の就労状況によっ

て大きな差異はみられない。

❹ 	関心のある活動分野	●●●●●●●●●●●●●●●

①ねんりんピック選手の関心分野は「スポーツ・文化・芸術・学術」をはじめとして

幅広い

　関心のある活動分野を聞いたところ，例示した11分野のうち 8 分野について半数以

上が「関心がある」「少し関心がある」と回答している。ねんりんピック選手は幅広

い分野に関心を持っていることがうかがえる。最も関心の高い分野は「スポーツ・文

化・芸術・学術に関係した活動」で「関心がある」35．5％，「少し関心がある」48．1％

である。すなわち，約 8 割以上がこの分野に関心を持っている。ねんりんピック選手

は日頃取り組んでいるスポーツや文化活動を，地域活動やボランティア活動に生かし

たいと考えている可能性がうかがえる。

②「まちづくり」「自然や環境」「子ども」「安全な生活」「高齢者」「災害」「障がい者」

に関する分野への関心も高い

　「スポーツ・文化・芸術・学術に関係した活動」83．6％に次いで関心の高い分野は，

「まちづくり」76．8％，「自然や環境」73．6％，「子ども」73．0％，「安全な生活」64．7％，

「高齢者」64．5％，「災害」59．9％，「障がい者」5２．8％などである。このような傾向

は，２019年，２0２２年いずれも同様である。

まとめ3
　本調査の目的であるねんりんピック選手の就労状況の把握，地域活動・ボランティ

ア活動の参加状況の把握等について主な調査結果をまとめると以下のとおりである。

❶ 	就労について	 ●●●●●●●●●●●●●●●●●

①　現状

　ねんりんピック選手の概ね 6 割（２0２２年64．0％，２019年59．6％）が収入を伴う仕事

についている。さらに，全体の概ね 1 / 4 （２0２２年２8．0％，２019年２4．7％）はフルタ



— 78 —

イム（週 5 日以上）で働いている。特に60歳代では比率が高く，２0２２年45．3％，２019

年37．7％がフルタイム（週 5 日以上），それ以外も含めると２0２２年80．6％，２019年

73．9％が収入を伴う仕事についている。定年延長に伴い，ねんりんピック選手におい

ても働く方の割合が高まる傾向にあることがうかがえる。特にねんりんピック参加者

の半数以上を占める60歳代において，フルタイム（週 5 日以上）で働く方の増加が顕

著である。これらの方々は，ねんりんピックに参加するためには休暇を取得する必要

があることから，今後の就労の状況，ねんりんピックへの影響を注視する必要がある。

②　今後の意向

　ねんりんピック選手の半数以上が今後も働き続けたい（２0２２年54．9％，２019年

50．3％）と考えている。その一方で，約 4 割（２0２２年37．5％，２019年40．1％）は現在

仕事をしておらず今後も働くつもりがないと考えている。このように就労についての

考え方には二極化がみられる。ただし，60歳代では就労意向が強く（２0２２年73．5％，

２019年66．3％），経年的にその傾向が高まるとみられることから，今後はねんりんピッ

ク選手においても就労する方が次第に増えてくることが見込まれる。

❷ 	地域活動・ボランティア活動について	 ●●●●●●●●

①　現状

　ねんりんピック選手の地域活動・ボランティア活動への取り組み状況は様々である。

定期的（毎週・毎月）に活動に参加する方も少なくないが，全くしていない方，参加

しても年に数回程度の方も多い。全体の 4 割強（２0２２年43．6％，２019年43．5％）が定

期的（毎週・毎月）に地域活動・ボランティア活動に参加しているが，全く参加して

いない方が ２ 割強（２0２２年２1．3％，２019年２２．7％）となっている。そのほかに年に数

回程度の方が 3 割強となっている。

②　今後の意向

　現在は地域活動・ボランティア活動に参加していないものの，今後は参加してみた

いと考えている方も多い。ねんりんピック選手全体の約 3 割（２0２２年30．6％，２019年

２9．4％）が，現在は参加していないものの今後は参加してみたいと考えている。参加

するつもりがない方は ２ 割弱（２0２２年16．0％，２019年18．0％）にとどまる。すなわち，

既に活動している方を含めると，ねんりんピック選手全体の 8 割強（２0２２年84．1％，

２019年8２．0％）は地域活動・ボランティア活動への意欲がある。ねんりんピック選手

は地域活動・ボランティア活動の担い手として貴重な方々としてとらえることができ

る。
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③　関心分野

　ねんりんピック選手は「スポーツ・文化・芸術・学術に関係した活動」（２0２２年83．6％，

２019年79．6％）をはじめとして，「まちづくり」（２0２２年76．8％，２019年78．1％），「自

然や環境」（２0２２年73．6％，２019年73．0％），「子ども」（２0２２年73．0％，２019年7２．8％），

「安全な生活」（２0２２年64．7％，２019年69．0％），「高齢者」（２0２２年64．5％，２019年

69．5％），「災害」（２0２２年59．9％，２019年64．8％），「障がい者」（２0２２年5２．8％，２019

年53．4％）など多様な分野に関心を持っている。ねんりんピック選手は日頃取り組ん

でいるスポーツや文化活動を中心に，自分の知識や経験等を地域活動やボランティア

活動に生かしたいと考えている可能性がうかがえる。

④　就労状況との関係

　現在の就労状況（就労している日数）別に地域活動・ボランティア活動の参加状況

をみると，就労日数が少ないほど地域活動・ボランティア活動への参加傾向が若干強

まるものの，全体的には就労状況によって大きな差異は認められない。すなわち，働

いている人も働いていない人も，地域活動・ボランティア活動への参加状況に大きな

違いはないことがうかがわれる。

❸ 	年齢階級別の特徴	●●●●●●●●●●●●●●●●

①　60歳代

　60歳代は，ねんりんピック選手の過半数（２0２２年5２．7％，２019年53．7％）を占める

年代層である。就労する者が多く，フルタイム（週に 5 日以上）で働く者が概ね 4 割

程度（２0２２年45．3％，２019年37．7％）を占めている。さらに，週に 3 ～ 4 日（２0２２年

19．1％，２019年18．5％），週に 1 ～ ２ 日（２0２２年8．4％，２019年8．4％）を加えると，

概ね 7 割程度（２0２２年7２．8％，２019年64．6％）が毎週働いている。就労意向をみる

と，そのほとんどが今後も働き続けたいと考えていると思われる。働いていない者は

２0２２年で19．２％，２019年で２5．7％にとどまる。さらに，現在は働いていないが今後は

働きたいと考えている者も 1 割（２0２２年7．7％，２019年9．２％）を占める。すなわち，

ねんりんピック選手の過半数が60歳代で，その概ね 4 割程度が毎週働き，さらに現在

働いていなくとも概ね 1 割が今後は働きたいと考えている。地域活動・ボランティア

活動の参加状況をみると，活動の頻度は70歳代，80歳代より少ないものの，年に数回

までを含めた構成比でみると，60歳代（２0２２年76．7％，２019年76．２％）は，70歳代（２0２２

年79．9％，２019年79．1％），80歳代（２0２２年78．8％，２019年65．5％）と大きな差はな

い。さらに，今後の活動意向をみると，ほかの世代よりも，今後はやってみたいと考
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える者の割合（２0２２年38．0％，２019年34．２％）が大きい。すなわち，60歳代は就労意

向が強いだけではなく，同時に地域活動・ボランティア活動への意欲も強い層と考え

られる。地域活動・ボランティア活動に関して60歳代を大きく分類すると， 1 ）退職

してじっくりと活動に取り組む者， ２ ）仕事を続けながら余裕の範囲で活動に取り組

む者， 3 ）現在は活動していないが将来的には活動したいと考える者（活動予備軍）

の 3 つの群としてとらえることができる。このように，60歳代は就労の制約から活動

頻度は劣るものの，地域活動・ボランティア活動の担い手として期待できる層と考え

られる。ただし，今後は働く者が増えることが想定されることから，地域活動・ボラ

ンティア活動への参加の割合，活動の頻度は低下することが予想される。

②　７0歳代

　70歳代は，ねんりんピック選手の約 4 割（２0２２年39．0％，２019年38．6％）を占める

年代層である。就労状況をみると，半数以上（２0２２年50．7％，２019年53．4％）が働い

ておらず，フルタイム（週に 5 日以上）で働く者は 1 割程度（２0２２年9．8％，２019年

11．0％）にとどまる。週に 3 ～ 4 日（２0２２年13．8％，２019年1２．0％），週に 1 ～ ２ 日

（２0２２年10．6％，２019年10．5％）を加えると，概ね 1 / 3（２0２２年34．２％，２019年33．5％）

が毎週働いている。すなわち，70歳代はねんりんピック選手の 4 割弱を占めており，

その半数以上が働いていない層である。このように70歳代は働く者が大きく減少する

ものの，概ね 1 / 3 が毎週定期的に就労しており，現在働いている者の今後の就労意

欲は60歳代と同様に高い。さらに60歳代と同様に，約 1 割が現在は働いていないが今

後働きたいと考えている。地域活動・ボランティア活動の参加状況をみると，70歳代

は80歳代とともに，60歳代に比べて熱心に活動に参加する者の比率が高い層である。

ただし，参加者の比率だけでみると60歳代，70歳代，80歳代と大きな差はない。70歳

代の概ね半数（２0２２年48．8％，２019年49．5％）が，毎月地域活動・ボランティア活動

に取り組んでいる。毎月の活動の頻度として最も多いのは月に ２ ～ 3 日（２0２２年

19．1％，２019年16．7％）である。60歳代では月に 1 日くらいが最も多いことから，60

歳代よりも70歳代が地域活動・ボランティア活動の担い手として大きな役割を果たし

ているものと推察される。

③　８0歳代

　80歳代は，ねんりんピック選手の 1 割弱（２0２２年8．1％，２019年7．6％）にとどまる。

その概ね 7 割（２0２２年68．8％，２019年70．4％）は就労していない年代層である。地域

活動・ボランティア活動の参加状況をみると，80歳代の 4 割以上（２0２２年48．7％，

２019年40．5％）が月に 1 回以上活動に参加している。これは，70歳代（２0２２年48．8％，
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２019年49．5％）をやや下回るものの，60歳代（２0２２年39．1％，２019年39．9％）を上回

る水準である。活動の頻度をみると，今回２0２２年調査では，60歳代，70歳代よりも80

歳代の方が「週に 5 日以上」「週に 3 ～ 4 日」「週に 1 ～ ２ 日」の比率が高く，熱心に

活動している傾向がうかがえる。ただし，前回２019年調査ではこのような傾向が明確

ではないことから，今後追加での調査が求められる。以上より，80歳代になっても多

くの者が活動を継続していることがうかがわれる。特に活動の頻度が高い人にあって

はこの傾向が強いことがうかがわれる。このようなことから80歳代も地域活動・ボラ

ンティア活動の担い手として大きな役割を果たしているものと推察される。

❹ 	今後に向けて	 ●●●●●●●●●●●●●●●●●

①　アンケート調査の継続実施（数年おき）による就労状況等の変化の把握

　定年延長等の動きの中で60歳以上でも働き続ける方が増加しつつある。また，高齢

になっても社会活動を続ける方が増える傾向もうかがわれる。この動きは今後一層の

進展が予想されることから，引き続き今回と同様なアンケート調査を数年おきに実施

することにより，就労や社会参加の状況を把握していく必要がある。なお，前回，今

回と配付回収を簡便に行うために，回答時期を定めずに実施していることから，ねん

りんピックに参加する前に回答した方とねんりんピックに参加した後（期間中を含む）

に回答した方が混在する状況となっている。今後の実施に当たっては，ねんりんピッ

クに参加した後（期間中を含む）に統一して実施することを検討する必要がある。

②　選手との関係づくりと働きかけの検討

　ねんりんピック選手の多くは地域活動・ボランティア活動に意欲的な方々である。

その中には，既に活動に参加している方だけではなく，現在参加していなくても今後

参加してみたいと考える人も少なくない。今後は，ねんりんピック後も選手との関係

を持つ方法を検討したり，ねんりんピック選手に対して活動のきっかけとなる情報提

供等を検討したりする必要がある。

【注 １】

　本稿は，次の報告書を抜粋したものです。

　「ねんりんピック参加選手に対するアンケート調査報告書（令和 4 年度調査データ更新版）」令和

5 年 ２ 月，全国明るい長寿社会づくり推進機構連絡協議会

【注 2】

　本調査の第 1 回として２019年度（令和元年度）に実施したものについては，次の資料を参考にさ
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れたい。

　『生きがい研究』第２7号，令和 3 年 3 月，一般財団法人長寿社会開発センター
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全国健康福祉祭（ねんりんピック）1
　「ねんりんピック」の愛称で親しまれている「全国健康福祉祭」は，60歳以上の高

齢者を中心とする各種スポーツ競技や美術展，音楽文化祭などの文化イベントや健康

福祉機器展など，あらゆる世代の人たちが楽しめる総合的な祭典である。ねんりんピッ

クは健康及び福祉に関し，積極的かつ総合的な普及啓発活動を通じて，高齢者を中心

とする国民の健康の保持・増進，社会参加，生きがいの高揚等を図り，ふれあいと活

力のある長寿社会の形成に寄与することを目的として，厚生省（現：厚生労働省）創

立50周年を記念して昭和63（1988）年に兵庫県でスタートし，新型コロナウイルス感

染症拡大の影響を受けた令和 2 （2020）年，令和 3 （2021）年を除いて毎年開催され

ている。

　令和 4 （2022）年は 3 年ぶりに第34回全国健康福祉祭神奈川・横浜・川崎・相模原

大会（ねんりんピックかながわ2022）が神奈川県で開催された。

＜ねんりんピックかながわ2022の概要＞

（ 1 ）名称　第34回全国健康福祉祭神奈川・横浜・川崎・相模原大会

（ 2 ）愛称　ねんりんピックかながわ2022

（ 3 ）主催　�厚生労働省・神奈川県・横浜市・川崎市・相模原市・一般財団法人長寿社

会開発センター

（ 4 ）共催　スポーツ庁

（ 5 ）テーマ　神奈川に　咲かせ長寿の　いい笑顔　～未病改善でスマイル100歳～

（ 6 ）会期　令和 4 年11月12日（土）～15日（火）

2 　ねんりんピックかながわ
2022参加選手の体験談
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（ ７ ）延べ参加人員　約62万人

（ 8 ）主な事業

①健康関連イベント

・スポーツ交流大会（卓球，テニス，ソフトテニス，ソフトボール，ゲートボール，

ペタンク，ゴルフ，マラソン，弓道，剣道）

・ふれあいスポーツ交流大会（水泳，グラウンド･ゴルフ，オリエンテーリング，ラ

グビーフットボール，サッカー，ソフトバレーボール，なぎなた，ウォークラリー，

太極拳，軟式野球，ターゲット・バードゴルフ，バウンドテニス，ダンススポーツ，

パークゴルフ，インディアカ，スポーツウエルネス吹矢，サーフィン，スポーツチャ

ンバラ）

・ふれあいニュースポーツ

・健康フェア

・未病改善教室

②福祉・生きがい関連イベント

・文化交流大会（囲碁，将棋，俳句，健康マージャン）

・美術展・相談コーナー・地域文化伝承館等

③健康，福祉・生きがい共通イベント

・講演会，健康福祉機器展，音楽文化祭，ふれあい広場

ねんりんピックかながわ2022参加選手体験談2
　一般財団法人長寿社会開発センターでは参加選手の体験談を募集し，全国43名の方

からご応募いただいたものを体験談集としてとりまとめた。ここでは，その中から 5

名を紹介する。なお，体験談集はホームページで公開しているのでご覧ください。

（https://nenrin.or.jp/ikigai/nenrin/experience.html）
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岩手県
―マラソン ３ km，「岩手県」（選手），
　ねんりんピック初出場―

高
たか
橋
はし
　紀

のり
子
こ
さん（62歳）

　 ３年ぶりの開催で，夢のスタートラインへ！　
　60歳の還暦になったらねんりんピックに参加する！

　30代よりマスターズ陸上を楽しんできた私は，かねてより参加した方々より大会の

規模の大きさ，素晴らしさについて伺っており，当然のように自分もその舞台に参加

できると思っていました。しかし2020年，念願の60歳になったその年，突然に新型コ

ロナウイルスが発生し，生活は何もかも一変。色々なことが自粛され，ねんりんピッ

ク岐阜2020は延期，ねんりんピック岐阜2021に至っては中止の事態に……。

　そして迎えた2022年，様々な感染対策をとった上で 3 年ぶりに「ねんりんピックか

ながわ2022」が開催され，私は62歳で参加することができました。

　横浜アリーナで開催された華やかな総合開会式。観覧席からの参加となりましたが，

岩手県選手団としてお揃いのユニフォームで誇らしい気持ちで臨み，私達の世代に合

わせ創意工夫を凝らした内容に感嘆し，翌日からの競技に心躍りました。

　大会当日は晴天。マラソンは足柄郡山北町丹澤湖畔の特設コースで 3 km， 5 km，

10kmの 3 種目が行われ，私は 3 kmに参加しました。丹澤湖畔は美しい紅葉の名残を

留め，全国の皆さんと同じスタートラインに立てる喜び，競技できる幸せをかみしめ

ながらスタート。しかしコースはアップダウンが激しく，岩手では平坦なところをジョ

ギングしかしてこなかったため，どんどんキツくなってきました。そんな時，後半の

登りで元気に腕を振って走る年配の男性の姿が目に入り「やるなぁ！私も頑張ろう!!」

と並走，「ハァハァ!�ハッハッ!!」と二人の息づかいがお互いを刺激します。「年配の方

に負けられん！」，向こうも「女には負けられん！」と思っていた……かどうかはわ

かりませんが二人の並走はゴール迄続きました。最後はお互い必死に腕を振りラスト

スパート！
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　結果は７0歳未満部門 2 位。レース後その方から「あんたのおかげで７0歳以上で 8 位

入賞できたよ」と笑顔で言われ，嬉しさ倍増♪岩手から参加した他のマラソンメンバー

も各種目で優勝，入賞を果たし喜びを分かち合いました。本大会では多くの方と笑顔

溢れる時間を過ごすことができ，特別な思い出となりました。

　まだまだ新型コロナウイルス感染症流行の終息が見えませんが，これからも多くの

方が健康でそれぞれの夢に向かって「生涯青春」を目指し，競技を続けていけますよ

う願っています。いきいき岩手支援財団はじめ大会関係者の皆様，夢の時間をありが

とうございました。

岩手県の選手団の皆さん。（左から ３番目）

表彰式でメダルを手に。（左）
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岐阜県
―�テニス，「清流にっぽん�ど真ん中」
（監督兼選手），ねんりんピック初出場―

松
まつ
居
い
　正

まさ
樹
き
さん（70歳）

　高齢者が輝くねんりんピックで幸せを実感　
　高齢者にとって，健康，社会参加，生き甲斐，ふれあいは最重要テーマです。私は

今回，初めてねんりんピックへ参加しましたが，このような課題克服の一助が大会の

意義だと知りました。また，ねんりんピックの関係各位の準備や配慮にも感心しまし

た。大会前に配布された行動マニュアル，横浜の地下鉄駅構内の歓迎ポスター，大会

会場での多数ののぼり旗，大会特製弁当等々には驚きました。会場周辺では関連イベ

ントも多く開催され，参加人数が延べ62万人というのにもびっくりしました。これは，

ねんりんピックが高齢者のみならず，多くの若者の参加の上に成り立っているからだ

と思います。総合開会式では，岐阜県選手が全員集合しました。同じユニフォームで，

同じ思いを持つ多くの仲間がいて大変心強く思いました。日本に生まれて本当に幸せ

だと思いました。

　我々テニスチームは， 3 月2７日の岐阜県予選，10月 8 日の岐阜県結団式，各市町村

での激励会を経て，11月11日から14日の本大会に臨みました。大会を控えた11月 2 日

には全選手が集合し，練習会と共に，今後のスケジュールと体温・体調記録アプリケー

ション「GLOBAL�SAFETY」によるコロナ対策の確認を行いました。試合初日の予

選リーグでは，名古屋市に 3 対 0 ，埼玉県に 3 対 0 ，北九州市に 2 対 1 で勝つことが

できました。 2 日目の 1 位トーナメントの初戦で神戸市と対戦し，７0歳男子は惜しく

も敗れ，60歳女子は勝ちました。運命の60歳男子はタイブレークの末に敗れ， 1 対 2

で 1 Ｒ敗退となりました。予選と本戦を通じて，60歳女子は安定した戦いで，どのチー

ムと対戦しても勝利すると思われました。一方，７0歳・60歳男子は，それぞれ持ち味

を発揮しましたが，宿題が課せられた形になりました。しかし，大会を通じてメンバー

の結束がより強固となり，2 年後のねんりんピックに再挑戦しようと誓い合いました。



— 88 —

　試合会場には何人か顔なじみもいて，より深く交流するきっかけとなりました。ま

た，「ねんりんピック岐阜2021」に参加予定だった方，今は他県居住だが，岐阜県出

身の方が挨拶に来てくれました。岐阜県選手団として特筆すべきは，健康マージャン

で参加された9７歳の服部清さんが今回の最高齢者だったことです。いつまでも健康で

いたいと思いました。

　最後に，このような場を与えてくださった関係各位に深く感謝いたします。ねんり

んピックが，ますます発展・継続されることを望んでいます。

メダルを胸に， 2年後の出場を誓い合った。（前列左端）
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島根県
―�サッカー，「島根県」（監督兼選手），
　ねんりんピック初出場―

増
まし
野
の
　峰

みね
国
くに
さん（62歳）

　大会出場で実感した生涯スポーツの力　
　今春，私は腰椎を骨折し寝たきり生活を送っていた。「もう元のようには走れない

かもしれない」という不安に苛まれる毎日だった。しかしそんな私に所属チームの友

人達は「ねんりんピック参加」という新たな目標を与えてくれた。回復が間に合わな

くても参加できる「監督」という肩書きまでつけて。参加枠を譲ってくれた友人に申

し訳なかった。でも，うれしかった。おかげで折れかけていた心を立て直し，リハビ

リに励むことができ，試合出場が可能なまでに回復することができた。

　さて今回の島根県チームは，全県で 3 つあるシニアチームの選手で編成した混成

チームである。61歳から７4歳，国体経験者から私のような社会人になってサッカーを

始めた者まで，年齢も経験値も様々である。東西に長い島根県では合同練習もままな

らず，メンバー全員が揃ってプレーするのは試合当日が初めてだった。連携など不安

はあったが，メンバーを熟知するチームリーダーの松本さんが，しっかりと戦術を練っ

てくれた。前後半で 8 人が交代し，各試合19人全員が出場しグループ優勝を目指す方

針で試合に臨んだ。

　初戦の相手は，地元川崎市。苦戦も予想されたが，前後半ともに安定した堅い守り

で 0 対 0 の引き分け。この一戦に誰もが確かな手応えを感じ，チームの士気と団結力

は一気に高まった。続く宮崎戦は勢いに乗って 2 対 0 で初勝利。2 日目，互いにグルー

プ優勝をかけた北海道戦も，前後半 1 点ずつをあげ， 2 対 0 で勝つことができた。

　仲間を信頼し，全員がそれぞれの持ち味を発揮しながら自分の仕事をやりきった。

このチームワークが，全試合無失点，前回大会に続くグループ優勝という結果につな

がったと思う。表彰式でみんなの達成感に満ちた笑顔を見た時，名ばかりではあった

が，監督としての大きな喜びを感じさせてもらった。
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　今回ねんりんピックに参加して，改めて感じたのは，生涯スポーツの力，価値の尊

さである。みんな還暦を過ぎても少年のように瞳を輝かせボールを追っていた。好き

なスポーツを続けることで，それを楽しめるだけの気力，体力，技術を維持している。

声をかけ合い励まし合える仲間がいる。なんと豊かな人生だろうか。

　私もこの大会を通し，自分自身のたくさんの幸せに気づかせてもらった。仲間への

感謝の気持ちを忘れず，これからも自分なりの年輪を，一年一年刻んでいきたいと思

う。

グループ優勝を果たした仲間たちとともに。（前列左端）
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岡山県
―�軟式野球，「倉敷フレンズ」（選手代表），
　ねんりんピック 2回目出場―

氏
うじ
房
ふさ
　要
かなめ
さん（74歳）

　競技種目を超えた新たな出会いと交流に感謝　
　「ねんりんピック」は国・県等の主催事業のため，いつものことながら総合開会式

をはじめ，全てにおいて目を見張るものがありました。特にメインアトラクション

「～昭和・平成・令和　そして未来へ～」は，我々の過ごした懐かしい時代から未来

に向かうというテーマで，同世代の参加者にとっては大いに感動させられる総合開会

式でありました。

　軟式野球交流戦大会においては，宿泊ホテルから競技会場に我々チームのアテンド

（ボランティア）が配置されており，競技運営に支障の出ないよう配慮されていまし

た。

　大会期間中は「おはようございます。今日もよろしくお願いします」から始まり，

常に我々チームのサポートをしていただきました。ボランティアの一人は偶然にも倉

敷出身とのことで，いろいろと話が盛り上がり，親近感がわいて自然と交流の輪がで

きました。

　大会最終日，我々チームのサポートをしてくださったボランティアの方々に対し感

謝を申し上げました。「我々がここまで活躍できたのは皆さんのおかげです。皆さん

は我々のチームの一員でした」とあいさつして受賞したメダルを渡しましたところ，

大変に喜ばれ，感動的な別れとなりました。

　大会期間中の観光ツアー（川崎工場夜景クルーズ）も思い出に残っています。観光

ツアーに参加する場合，計画輸送では帰りは最寄りの駅までとなっていましたが，我々

選手は手荷物がたくさんあったため，宿泊ホテルまでお願いできないか市の職員・観

光ツアー担当者に相談したところ，快く宿泊ホテルに変更していただくことができま

した。関係者の臨機応変な対応に感謝いたします。
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　また，川崎工場夜景クルーズ船内では，他のグループの方々と同席することになり，

船内では一緒に歌を歌ったりして大いに盛り上がり，素晴らしい交流ができました。

川崎工場夜景クルーズ計画を行った行政担当の方も，「県，競技種目も異なる選手が

いろいろな人と出会い，交流が持てました」とねんりんピックの目的である交流の促

進ができたと安堵しておりました。

　今回参加してみて，開催県の市町村の温かいおもてなしや，思い出に残る企画を作っ

ていただいたことに感謝を申し上げるとともに，地元行政機関の関係者のご努力にお

礼を申し上げます。

　「ねんりんピック」バンザーイ！　そして感動をありがとう。

準決勝に勝ち，チームメイトと喜びを分かち合った。
（前列右から ３番目）

工場夜景クルーズでは他競技の選手とも交流。
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香川県
―�なぎなた，「香川県」（監督兼選手），
　ねんりんピック初出場―

杉
すぎ
下
した
　良

りょう
子
こ
さん（65歳）

　夢は25年後，娘と一緒にねんりんピック出場　
　こんなに緊張したのは何年ぶりでしょうか。まるでジェットコースターに乗る直前

のドキドキ感と試合前のとてもワクワクする気持ち。60歳を過ぎてこんな体験ができ

るなんて，なんと素晴らしいことでしょう。

　大会初日は演技競技から始まりました。私は生意気にも監督として，人生の先輩で

あるお二人に叱咤激励しながら練習を重ねてきました。過去に優勝経験のある香川さ

んと資延さんのペアでしたが，残念ながらミスをして 2 回戦敗退という結果になりま

した。

　午後は 3 名による団体戦です。先鋒の谷口さんは落ち着いた試合運びで先鋒の役割

を十分に果たしてくれました。中堅は私の一番好きなポジションです。大将には迷惑

をかけられない，私は何がなんでも一本取ってチームを勝利に導きたいと意気込みま

した。今大会で最高年齢賞に輝いた香川さんを手ぶらでは帰せないと焦る気持ちが空

回り，引き分けに終わってしまいました。しかし，さすが大将役をお任せした香川さ

んです。落ち着いた試合運びで，きっちり 2 本を取り，チームを勝利に導いてくれま

した。決勝では残念ながら負けてしまいましたが，私たちをいろいろな面でサポート

してくださった資延さんも含めて 4 人で勝ち取った準優勝でした。試合が終わり安堵

した気持ちとやりきった感で感無量になりました。全国から集まった仲間たちも祝福

してくれました。

　ねんりんピックとの出会いは平成 6 年，地元で開催された「かがわ大会」に審判と

して参加した時です。平成20年の「かごしま大会」にも審判として参加し，その時か

ら60歳になったらねんりんピックに選手として出場したいと思っておりました。前回

の「和歌山大会」で初エントリーをしましたが，大会直前に心臓疾患が見つかりドク
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ターストップ。さらにその翌年には大腸ガンと診断され，もう二度と防具を着けて試

合には出られないのではないか，と不安に思っておりました。その後，心臓カテーテ

ル手術やガン切除で防具を着けられるまでに回復。実は今回のチームメイトも，全員

が身体のどこかに不具合をかかえております。ねんりんピックに参加される多くの

方々が，同じように身体の不調や家族の介護を抱えながら競技を続けておられると思

います。快く大会に送り出してくれた家族に感謝して，また素晴らしい大会運営をし

てくださった神奈川県の皆様にも心よりお礼を申し上げます。私も25年後に娘と一緒

にねんりんピック出場という夢をもって，次世代選手の育成と自己研鑽を重ねていき

たいと思っております。

４ 人で勝ち取った感無量の準優勝。（右から 2番目）



編集後記

　「超高齢社会」と言われて久しい。平均寿命の延びとともに人口構造の変化が進み，
2018年を境に後期高齢者の人口が前期高齢者の人口を追い抜き，総務省の発表によれ
ば令和 4 年10月には全人口に占める割合が前期高齢者13．５％に対し後期高齢者は
1５．５％と完全に凌駕し，今後も増加し続ける状況となっている。換言すれば，今後の
我が国の高齢者に対する日常生活へのかかわりや健康対策など様々な施策の主たる対
象は後期高齢者と言っても過言ではない。しかし，後期高齢者に関する科学的根拠
（Scientific Evidence）に基づくデータや理論は驚く程少ない。後期高齢者を対象と
する健康増進と疾病予防・管理のために制度としては後期高齢者医療制度が存在する
が，しかし日常臨床を中心として健康にかかわる最も基本となるべき，医学的・生理
学的データは圧倒的に不足しているのが現状なのである。医学だけではない。私たち
は，後期高齢者における生活機能の多様性，生き方，他者とのかかわり方，人生のと
らえ方，健康観，死生観，そして生きがいなど，ほとんどの日常生活の科学的情報や
知識のないことに気づかされる。
　本号の特集テーマは「人生100年時代，長期化する高齢期の生きがいと暮らしを改
めて考える」であり，焦点は後期高齢者・超高齢者に於ける生きがいの研究紹介となっ
ている。時代はまさに後期高齢者が大きな人口集団となり，（たまたまではあったが）
コロナ渦という異常な時間の流れの中で，後期高齢者の生活様式や生き方・人生観そ
して生きがいにも恐らく大きな影響をもたらした今日，本号の課題を設定し，これに
相応しい新進気鋭の執筆者を迎え，様々な視点から論考をお願いした。いずれの論考
も研究課題として容易ではない課題ではあるが，執筆をご快諾いただき，最新の情報
をご提供いただいた先生方に改めてお礼を申し上げるとともに，本号が提供する科学
的根拠を基盤とした後期高齢者・超高齢者の生きがいとその周辺の現状と課題が改め
て浮き彫りになるとともに，読者の皆様方にとって，今後のポストコロナ時代の対応
を考えていく一助となれば幸と願っている。

 （鈴木　隆雄）
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